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¡空気等を混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破
裂等の原因になります。

据付けや移設の場合は、冷凍サイクル内に指定冷
媒（R-22）以外のものを混入させないでください。

警告

安全のために必ず守ること
¡この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ据付けてください。
¡ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。

注意
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った取扱いをしたときに、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

¡お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。

¡お使いになる方は、いつでも見られる所に大切に保管し、移設・修理の時は、工事をされる方にお渡しください。

また、お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しください。

警告

据付けは、販売店または専門業者に依頼してくだ
さい。

¡ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災
等の原因になります。

据付けは、質量に十分耐える所に確実に行ってく
ださい。

¡強度が不足している場合は、ユニット落下により、けがの原
因になります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、
端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
確実に固定してください。

¡接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

台風等の強風、地震に備え、所定の据付工事を行っ
てください。

¡据付工事に不備があると、転倒等による事故の原因になるこ
とがあります。

空気清浄機、加湿器、暖房用電気ヒータ等の別売
品は必ず、当社指定の製品を使用してください。

¡また、取付けは専門の業者に依頼してください。ご自分で取付け
をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。

改修は絶対にしないでください。また、修理は、お
買上げの販売店にご相談ください。

¡修理に不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。

熱交換器のフィン表面を素手で触れないように注
意してください。

¡取扱いに不備があると、切傷の原因になります。

作業中に冷媒ガスが漏れた場合は、換気してくだ
さい。

¡冷媒ガスが火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になり
ます。

据付工事は、据付説明書に従って確実に行ってく
ださい。

¡据付けに不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になり
ます。

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設
備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書
に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。

¡電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

室外ユニットの端子カバー(パネル)を確実に取付
けてください。

¡端子カバー（パネル）の取付けに不備があると、ほこり・水
等により、火災・感電の原因になります。

小部屋へ据付ける場合は万一冷媒が漏れても限界
濃度を超えない対策が必要です。

¡限界濃度を超えない対策については､販売店と相談して据付けてくださ
い。万一､冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

エアコンを移動再設置する場合は、販売店または
専門業者にご相談ください。

¡据付けに不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。

設置工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを
確認してください。

¡冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロ
などの火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。

保護装置の改造や設定変更をしないでください。

¡圧力開閉器や温度開閉器等の保護装置を短絡して強制的運転
を行ったり、当社指定品以外のものを使用すると、火災や爆
発の原因となることがあります。



可燃性ガスの漏れるおそれがある場所への設置は
行わないでください。

¡万一、ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因
になることがあります。

病院、通信事業所などに据付けされる場合は、ノイ
ズに対する備えを十分に行って施工してください。

¡インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機
器の影響によるエアコンの誤動作や故障の原因になったり、
エアコン側から医療機器あるいは通信機器へ影響を与え、人
体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音などの弊害
の原因になることがあります。

濡れて困るものの上にユニットを据付けないでく
ださい。

¡湿度が80％を越える場合やドレン出口が詰まっている場合
は、室内ユニットからも露が落ちる場合もあります。また、
室外ユニットからもドレンが垂れますので必要に応じて、室
外ユニットも集中排水工事をしてください。

食品・動植物・精密機器・美術品の保存等、特殊用
途には使用しないでください。

¡食品の品質低下等の原因になることがあります。

特殊環境には、使用しないでください。

¡油・蒸気・硫化ガスなどの多い場所で使用しますと、性能を
著しく低下させたり、部品が破損することがあります。

据付けをする前に

据付け(移設)・電気工事をする前に

アースを行ってください。

¡アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないで
ください。アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。

電源配線は、張力がかからないように配線工事を
してください。

¡断線したり、発熱・火災の原因になります。

設置場所によっては、漏電ブレーカーの取付けが
必要です。

¡漏電ブレーカーが取付けられていないと感電の原因になるこ
とがあります。

電源配線は、電流容量、規格品の配線にて工事をし
てください。

¡漏電や発熱・火災の原因になります。

正しい容量のブレーカーやヒューズ以外は使用し
ないでください。

¡大きな容量のヒューズや針金・銅線を使用すると故障や火災
の原因になります。

エアコンを水洗いしないでください。

¡感電の原因になることがあります。

長期使用で据付台等が傷んでないか注意してくだ
さい。

¡傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、けが等
の原因になることがあります。

ドレン配管は、据付説明書に従って確実に排水するよ
う配管し、結露が生じないように保温してください。

¡配管工事に不備があると、水漏れし、家財等を濡らす原因に
なることがあります。

注意

注意

警告
ガス分配器は、必ずボールバルブから取外し、ユ
ニットの外でロウ付けしてください。
¡取付けたままロウ付けすると、ボールバルブが加熱されて破
裂やガス漏れの原因となります。また、ユニット内の配線等
を焼くおそれもあります。
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天吊形
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天井カセット形
四方向吹出
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下表室内ユニットのいずれか２台、
但し､次ページ冷媒配管制限を守ること( )

１０ＨＰ

容　量

台　数

接続可能

室内ユニット

室外ユニット
PUHG-J280(U)AW-A

Ｊ２８０

1台

２０ＨＰ

PUHG-J560(U)AW-A

2台

1

Ⅰ.機器概要

1.機器構成表

リモコン ワイヤードリモコン（PAR－20MA）※・ワイヤレスリモコン（PAR－SW92A）

パネル

※PFAG-J280PAWは、ワイヤードリモコンが本体内蔵です。

分岐管

【室内ユニット２０ＨＰの場合のみ】

2分岐

CMY-20-A

冷房時 暖房時

室内吸込空気温度 湿球温度 15～24℃ 乾球温度 15～28℃

室外吸込空気温度 乾球温度－5～43℃ 湿球温度－12～15.5℃

2.運転可能温度範囲
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Ⅱ.冷媒配管設計

1.冷媒配管制限

2.冷媒配管の選定

(1)配管の制限
¡長さの制限
(A)PUHG-J280･560AW-A
※1．A＋C，B＋Cの長さ＝各50m以内
※2．Ａ，Ｂの長さ＝30m以下
(B)PUHG-J280･560UAW-A
※1．A＋C，B＋Cの長さ＝各100m以内
※2．Ａ，Ｂの長さ＝30m以下
但し、PUHG-J280(U)AW-Aは、分岐管接続がないため寸法Bはありません。

¡室内・室外ユニットの高低差 ¡室内ユニット間の高低差 ¡ベンド数＜90゜曲げ＞

(1)配管径
¡室外ユニット～分岐部間(C：室外ユニット配管径)

(注)ガス管径は配管長(A＋C，B＋C)が50m以上、100m以下の場合にφ44.5を使用し、冷房能力を
φ38.1よりも向上させることが可能です。(図1参照)

¡分岐部～室内ユニット間(Ａ，Ｂ：室内ユニット配管径)

A B

C

分岐管(液管)は下図のように室内ユニットに�
対して水平か垂直になるように配管の曲げ調整、�
あるいは天井内壁面・柱等に固定してください。�

垂直の�
場合�

水平の�
場合�

水平�

室外ユニットが�
上の場合50m以下�
下の場合40m以下�

1m以内�

A
この間で�
Aカ所以内�

この間で�
Aカ所以内�

A

15

30

形名�

PUHG-J280･560AW-A

PUHG-J280･560UAW-A

形　　名�

PUHG-J280(U)AW-A�

�PUHG-J560(U)AW-A�

� 液管�

φ12.7�

φ15.88

ガス管�

φ28.58 又は φ32.0�

φ38.1 又は φ44.5

配管径(mm)�

�

形　　名�

J280�

�

�液管�

ガス管�

φ12.7�

φ28.6

配管径(mm)�

�

図1. 冷媒配管長さ
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(2)分岐部
¡分岐部は専用の別売分岐管を使用してください。（別売部品形名：CMY-20-A）

¡分岐部の設置（設定基準）
※分岐部についても断熱を行ってください。不十分な場合、冷暖房不良や露タレ等によって思わぬトラブ
ルが発生することがあります。

分岐管(液管)は下図のように室内ユニットに�
対して水平か垂直になるように配管の曲げ調整、�
あるいは天井内壁面・柱等に固定してください。�

垂直の�
場合�

水平の�
場合�

水平�

液管�

ガス管�

分岐管�

        異径ソケット�
ガス管がφ44.5の場合、�
使用してください�( )

※液管の分岐には必ず別売部品の分岐管を使用し、上記の設置基準を満たすようにしてください。
設置に不備がある場合や、分岐部T形継ぎ手を使用した場合、能力不足などの原因になります。

100�

�

�

�

95�

�

�

�

90�

�

�

�

85�

�

�

�

80�

�

�

�

75
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

冷房　φ38.1�

冷房　φ44.5

冷媒配管相当長＜m＞�

能�

力�

比�

(%)

60Hz
冷房　φ38.1�

冷房　φ44.5

100�

�

�

�

95�

�

�

�

90�

�

�

�

85�

�

�

�

80�

�

�

�

75
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

冷媒配管相当長＜m＞�

能�

力�

比�

(%)

�

50Hz

（B）PUHG-J560AW（最大62.5m）、PUHG-J560UAW（最大125m）
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【算出方法】

（室外ユニット1系統の冷媒充填量）＋（追加冷媒充填量）＝冷媒設備の全冷媒充填量（kg）
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3.冷媒漏洩に関する注意事項

(1)はじめに
マルチエアコンをはじめほとんどのエアコンは冷媒として（HCFC22）を使用しています。
この冷媒自体は無毒、不燃性の安全冷媒ですが、エアコンを施設する部屋は、万一その室内に冷媒ガス
が漏洩しても、冷媒ガスの濃度が限界濃度を超えない部屋の大きさ及び適切な対応が必要です。
KHK(高圧ガス保安協会）では、自主基準として冷凍空調装置の施設基準(KHK S 0010)の中で冷媒ガスの
限界濃度を定めています。また、(社)日本冷凍空調工業会ではマルチ形パッケージエアコンの冷媒漏洩
時の安全確保のための施設ガイドライン(JRA-GL13)を定めています。
以下に、その要点についてご紹介するとともに冷媒濃度の確認手順と対応についてご説明します。

限界濃度とは、冷媒が空気中に漏洩したときに、人身に支
障なく緊急処置が行えるフロンガス濃度の限界をいいます。
この限界濃度の単位は、計算を容易にするためにkg/m3

（1m3の空気中のフロンガス重量kg)とします。

R22の限界濃度：0.3kg/m3

（KHK施設基準S0010）
注．R407Cの限界濃度は0.31kg/m3ですので上記R22の基準

に準拠してください。

限界濃度

（No.1系統）�

（No.1系統全体の冷媒が流出する）�

冷媒の流れ�

室内ユニット�

室外ユニット�

冷媒漏洩の発生した部屋�
(2)限界濃度確認手順
①～③の手順に従って限界濃度を算出してください。

現地での配管長さや配管径に応じて追加する冷媒量工場出荷時の冷媒充填量

注：1つの冷媒設備で、2つ以上の冷媒系統に分割され、それぞれが独立している場合は、
それぞれの冷媒充填量を採用します。

（a）間仕切りのない場合 （b）間仕切りがあるが、隣室との間に換気に
有効な開口部がある場合

（c）間仕切りがあって有効な開口部がない場合

室内ユニット�

室外ユニット�

室内�
ユニット�

室外ユニット�

開口部�

間仕切り�

ドアのない開口部、�
又はドアの上下そ�
れぞれに床面積の�
0.15％以上の開口�
部がある場合�

室内ユニット�

室外ユニット�

最小の�
部　屋�

①各冷媒系統毎に全冷媒充填量（kg）を算出。

②室内容積が最少の室内容積（m3）を算出。

次のような場合は、 の部分を1つの部屋、又は最小の部屋として容積を算出してください。
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(3)限界濃度を越えた場合の対応(JRA-GL13-1998)

③①②の計算結果により冷媒濃度を算出。

【算出方法】

（冷媒設備の全冷媒充填量（kg））
＝ 限界濃度（kg/m3）

（室内ユニットを設置する最小室内容積（m3））

計算結果が限界濃度を超えている場合は、2番目、3番目と順に室内容積の大きいものへ移行しながら
同様の計算を実施し、限界濃度を超えているすべての対象を明らかにしてください。

例えば　20HP× 1台のシステムは10HP × 2台のシステムにすることで、一冷媒系統当た
りの冷媒量を約半分にすることができます。

室内容積に対して冷媒濃度が限界を超えた場合は以下の要領によって適切な対応を行ってください。

対応１ 換気のため、開口部を設ける。
部屋の外部とつながるドアの上下分それぞれ床面積の0.15％以上の開口部を設けるか、ド
アのない開口部を設けてください。

対応２ 冷媒設備の全冷媒充填量を減らす。
(1)冷媒配管長を短くする。
室外機の置き場所を室内機の近くに変更して、冷媒配管長を短くすることで全冷媒充填量
を低減します。

(2)室外機の容量を小さくする。
室外機を複数台に分散することで一冷媒系統当たりの室外機容量を小さくし冷媒充填量を
低減します。

対応３ 換気システムの設置
換気システムを設置することにより万一冷媒が漏洩した場合の冷媒濃度の過昇を防止します。
換気システムは外気導入方式と排気方式とがありますが、冷媒の性質等から外気導入方式を
推奨します。

(1)換気量
換気量は対象冷媒設備の全冷媒充填量と部屋容積によって図1に示す量以上としてください。

(2)センサ－との連動
換気システムは原則として空調機の使用／不使用、室内への在／不在に関わらず常に作動さ
せてください。それが不可能な場合はセンサーシステムによって冷媒漏洩時に換気システム
を自動的に作動させてください。図2に常時換気システム、図3にセンサー連動システムを示
します。

諸注意
(a)換気システムを設置する場合でも図1の斜線で示す範囲は万一の換気システムの故障を考え
選定しないようにしてください。この範囲に入る場合は原則的に 対応1 対応2  に示すよ
うに換気のために有効な開口部を設けて対象となる部屋の容積を大きくするかまたは、室外
機容量もしくは配管長の見直しを行い全冷媒量の削減を行ってください。

(b)換気システムを設置した場合で図1の斜線で示す範囲に入り、 対応1 対応2  がとれない
場合は、換気システムとは別の独立した安全確保のための手段を設けてください。具体的に
は冷媒漏洩時のセンサ－によって作動する冷媒遮断弁や在室者の危険を知らせる確実な警報
システムの併設です。この場合センサーは上記換気システム作動用のセンサ－とは別にして
ください。図4に冷媒遮断弁併設の場合を示します。
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(c)換気システムを設置する場合、部屋の最下部には必ず換気に有効な隙間(ドア下隙間など)を
設けてください。

(d)居住区間内の配管接続部については細心の注意を払い、JISに適合した確実な施工と、施工
完了後の気密試験を徹底してください。また、配管は地震などの外力によって破損しない
よう耐震支持を実施する(但し温度変化による応力が発生しないように軸方向には逃げを設
ける)等を徹底してください。
耐震支持の例については冷媒配管工事(64ページ)を参照ください。

対応３ の場合のフローチャートを図5に示します。

冷媒配管�

室外機へ�

空調機�

開口部�

外気導入ファン(常時通電)

居室内�

（床面）�

図2 常時換気システム (外気導入の例)

冷媒配管�

室外機へ�

空調機�

開口部�

外気導入ファン�

居室内�

（床面）�

冷媒漏洩検知センサー(酸素センサー、冷媒検知センサー)�
［冷媒が滞留する場所（床面より0.3m以下の高さ）に設置する］�

図3 センサー連動システム (外気導入の例)

冷媒配管（高圧配管）�

冷媒遮断弁（電源OFF時　閉のもの）

室外機へ�

空調機�

開口部�

外気導入ファン�

居室内�

（床面）�

冷媒漏洩検知センサー(酸素センサー、冷媒検知センサー)�
［冷媒が滞留する場所（床面より0.3m以下の高さ）に設置する］�

図4 常時換気システムと冷媒遮断弁の併設
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表1 横引銅管の標準支持間隔 表2 縦引銅管の標準支持間隔

配管外径(m) 標準支持間隔(m)
φ22.2以下 1.0

φ28.6以上～41.3以下 1.5
φ54 2.0

φ66.7以上～104.9以下 2.5
φ130.2以上 3.0

配管外径(m) 呼径 標準支持間隔(m)
28.6 25A 1.0～4.5
34.9 32A 1.0～5.0
41.3 40A 1.0～5.5
54.0 50A 1.0～6.0
66.7 65A 1.0～6.5
79.4 80A 1.0～7.0
〃 90A 1.0～8.0
104.8 100A 1.0～8.5
130.2 125A 1.5～9.0
155.6 150A 1.5～10.0
〃 200A 2.0～11.5
〃 250A 2.5～13.0
〃 300A 2.5～14.0

『日本建築センター「建築設備耐震設計・加工指針」による。』
備考：横引配管等は、地震による軸直角方向の過大な変位を抑制するよう

耐震支持を行うこと。

『日本建築センター「建築設備耐震設計・加工指針」による。』
備考：縦引配管等は、地震による軸直角方向の過大な変位を抑制するよう

耐震支持を行うこと。
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図５　冷媒漏洩対応フローチャート

システム内の�
全冷媒量／部屋容積�
図1において�

給気量は�
図1に示す量を�
満足するか� 排気量は�

図1に示す量を�
満足するか�

常時�
給気、排気可能か�

空調システムの選定�

室内機の選定�

●室内機の設定位置が床上2m�
以上のものを選定�

●配管の耐震支持を実施すること�
●熱応力回避のため、軸方向の逃�
げを設けること�

室内機の施工�

冷　媒　漏　洩　対　応　完　了�

●配管接続箇所は確実な施工を�
行うこと�

●気密試験を実施し、配管接続�
箇所からの漏れがないことを�
確認すること。�

空調システムの選定�

常時換気�
システム導入�
（図2参照）�

センサー連動�
システム導入�
（図3参照）�

外気導入あり� 外気導入なし�

給気量を�
見直す�

排気量を�
見直す�

選定OK�
（機械換気装置不要）�

換気のために有効な開
口部を設けて対象とな
る部屋の容積を大きく
するかまたは、空調シ
ステムの室外機容量も
しくは配管長の見直し
を行い、全冷媒量の削
減を行うこと。�

※換気システムのみによる場合�

※�
図中、斜線範囲�≦0.3kg/m3

＞0.3kg/m3



漏 電 遮 断 器

PUHG-J280(U)AW-A

Ⅲ.配線設計

1.配線設計にあたって
(1)「電気設備に関する技術を定める通商産業省令」・「内線規程」及び、事前に各電力会社のご指導に
従ってください。

(4)室内ユニット・室外ユニットの電気品箱は、サービス時取り外すことがありますので、配線は必ず取
り外すための余裕を設けてください。

(5)伝送線用端子台には、200V電源を絶対に接続しないでください。万一接続すると電子部品が焼損します。
(6)伝送線用配線は、2心線をご使用ください。
系統の異なる伝送線用配線を多心の同一ケーブルを使用して配線しますと、伝送信号の送・受信が正
常にできなくなり、誤動作の原因になりますので絶対に行わないでください。（下図×印）

表中、※1は開閉器の場合、※2は配線用遮断器の場合のアース線太さを示します。

※ヒューズはB種ヒューズを使用した場合の値です。
※室内ユニット合計運転電流は運転状態によって変動することがありますので遮断器誤動作防止のため、
カタログ等から求めた電流値より20％程度大きい値で遮断器等を選定してください。

(2)ユニットの外部では、伝送線用配線が電源配線の電気ノイズを受けないよう離して施設してください。
（同一電線管に入れないでください。）
(3)室外ユニットには、D種(第3種)接地工事を必ず実施してください。

2.主電源の配線太さ及び開閉器容量

形　　名

14 － 5.5 5.5 60 60 60 60Ａ 100mA 0.1s以下

PUHG-J560(U)AW-A 38 － 8 8 200 150 125 125Ａ 100mA 0.1s以下

最小電線太さ(㎜2） ※1
開閉器(Ａ) ※2

配線用遮断器
〈NFB〉(A)幹線 分岐線 容量 ヒューズ

アース
※1の場合 ※2の場合

(1)室外ユニット

(2)室内ユニット

9

形　　名

室内ユニット全機種 1.6mm 1.6mm － 15 15 15 15Ａ 30mA 0.1s以下

最小電線太さ(㎜2） 開閉器(Ａ)
配線用遮断器
〈NFB〉(A)

漏 電 遮 断 器
幹線 分岐線 容量 ヒューズアース

多心ケーブル�２心ケーブル�

２心ケーブル�

室内ユニット�室内ユニット�

室外ユニット�室外ユニット�

リモコン�リモコン�

多心ケーブル�２心ケーブル�

２心ケーブル�

室内ユニット�室内ユニット�

室外ユニット�室外ユニット�

リモコン�リモコン�

注意
室外ユニット側で確実にアースを行ってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続
しないでください。アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。

警告
電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、
必ず専用回路を使用してください。電源回路に、容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

【PUHG-J280(U)AW-A】

【PUHG-J560(U)AW-A】
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3.制御配線の設計

(1)リモコン、室内・室外伝送線の接続

¡室内ユニットのTB4、室外ユニットTB3を接続します。
（無極性2線）
なお､端子台の[S]はシールド線を使用した場合の接続
部です。

¡室内ユニットのTB5とリモコンを接続します。
(無極性2線)
注1.リモコンコードは最大500mまで延長できます。
0.3～1.25mm2の電線またはケーブル（2心）を
使用してください。誤動作する場合があります
ので多心ケーブルの使用は避けてください。

¡リモコンの取付けはリモコンに付属の説明書により
行ってください。

¡室外ユニット～ 室内ユニット 間総配線長
L1･･･200m以下

¡室内ユニット～ リモコン 間総配線長
L2･･･500m以下

注2.シールド線を使用した場合、伝送線のアースは
必ず室外ユニットのアース端子[E]を経由して接
地してください。

機外静圧の切換え＜PEAG-J280AW-Aの場合＞

工場出荷時は、機外静圧50Pa時標準風量となるようセットしていますが、

機外静圧150Pa時標準風量となるようにモータのトルクを変更すること

ができます。

右図のように、制御箱内の静圧切換コネクタを差し換えてください。

白色コネクタ�
50Pa

赤色コネクタ�
150Pa

差しかえる�

¡伝送線配線は下記に従ってください。
・伝送線の種類　下記に従って配線設計を行ってください。
・配線の線径　　1.25mm2

伝送線用端子台� リモコン用�
端子台�

TB4TB5TB4

TB3

室外ユニット�
伝送線用端子台�

アース�

L2
L1

現地手配�

現地手配�

リモコン�

（注1）�

（注2）�

A B S

A B S

A B S1 2 1 2

リモコン用�
端子台�伝送線用端子台�

TB5

室内ユニット1 室内ユニット2

現地手配�

室内ユニット� 室内ユニット�

リモコン�

室外�
ユニット�

システムの構成�
伝送線の長さ�

対象設備例�

（ノイズ判定）�

�

伝送線の種類�

住宅及び独立店舗など
ノイズ発生がない施設�

VCTF・VCTFK・CVV・CVS・�
VVR・VVF・VCT�
またはシールド線CVVS・CPEVS

単一冷媒系統システムの場合� 複数冷媒系統システムの場合�

ビル、診療所、病院、通信事業所などイ
ンバーター機器、自家発電機器、高周
波医療機器、無線通信装置などによる
ノイズの発生が想定される施設�

シールド線�

CVVS・CPEVS

全ての施設�

長さに無関係�120m以上�120m未満�

周波数の切換え＜PFAG-J280PAW-Aの場合＞

このユニットを50Hz地区で使用する場合は、制御箱内の

ファンモータ周波数切換コネクタ（ギボシ端子）を差し替

てください。

※この周波数切換を行わないと、故障や風量低下等の原因　

になります。

ファンモータへ�

50Hz（茶色）�

差し換える�
青色�

工場出荷時�
60Hz（青色）�

60
50
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4.システムコントロール

※Mr.SLIMとのシステムコントロールはできません。
¡「一つのリモコンで複数台の室内ユニットを操作すること」や、「一台の室内ユニットに2個のリモコン
を接続すること」などを総括して、『システムコントロール』といいます。

正しい接続例（一点鎖線で囲まれた全室内ユニットを1グループとして制御します。）

①リモコンからの配線�

②異冷媒系統でグルーピング�
する場合の配線�

×誤った接続例�

室　　外�
ユニット�

室　　外�
ユニット�

室内ユニット�
室内ユニット�

冷媒�
アドレス＝00�
�

�

主リモコン�従リモコン�
主リモコン�従リモコン�

ＴＢ1

ＴＢ4

ＴＢ5

ＴＢ1

ＴＢ4

ＴＢ5

�

�
�

1

室内ユニット�

ＴＢ4

室内ユニット�

ＴＢ4

室内ユニット�

室　　外�
ユニット�

室内ユニット�

冷媒�
アドレス�
＝00�
(親機)

ＴＢ5

ＴＢ4 ＴＢ4

ＴＢ1

①�
②�

同時ツイン�

室内ユニット�

室　　外�
ユニット�

室内ユニット�

ＴＢ5

ＴＢ4 ＴＢ4

ＴＢ1

同時ツイン�

室内ユニット�

室　　外�
ユニット�

室内ユニット�

ＴＢ5

ＴＢ4 ＴＢ4

ＴＢ1

同時ツイン�

冷媒�
アドレス＝01�
(子機)

冷媒�
アドレス＝02�
(子機)

主リモコン�従リモコン�

②�

①�

¡グルーピングは、リモコン配線により行います。
グループ内の各室内ユニット間をリモコン配線にて渡り配線してください。(極性はありません)
※リモコン同志の渡り配線は禁止です。リモコンの端子台には、配線は1本しか接続できません。
※室内ユニットのリモコン用端子台(TB5)へ接続時、端子ひとつに対して最大2本までとしてください。

¡冷媒アドレスの設定は、室外ユニット基板上のディップスイッチにて行います。
（詳細は、室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。）

¡同一グループ内に異なる機種の室内ユニットが混在する場合、必ず『機能(風速・ベーン・ルーバー等)
の多い室内ユニット』が接続されている室外ユニットを親機(冷媒アドレス＝00)としてください。

¡リモコンは、1グループに2台まで接続できます。1グループに1台しか接続していない場合は常に『主リ
モコン』とし、2台接続した場合は『主リモコン』『従リモコン』の設定を行ってください。
（設定方法は、リモコンの据付工事説明書を参照してください。）

¡リモコンは、最大16冷媒系統を1グループとして制御可能です。
¡リモコンコードは総延長500mまで延長できます。コードを延長する場合、0.3㎜2～1.25㎜2の電線又は
ケーブルを現地手配してください。
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Ⅳ.据付スペース

1.据付場所の選定

(1)室外ユニット
¡他の熱源から直接ふく射熱を受けないところ。
¡ユニットから発生する騒音が隣家に迷惑のかからないところ。
¡強風が吹きつけないところ。
¡本体の質量に十分耐えられる強度のあるところ。
¡暖房運転時には、ユニットからドレンが流れますのでご留意ください。
¡次項「2.据付スペース」に示すサービス、風路スペースがあるところ。
¡可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのおそれがある場所では、火災をおこす危険性がありますので
設置しないでください。

¡酸性の溶液や特殊なスプレー(イオウ系)を頻繁に使用する場所は避けてください。
¡油、蒸気、硫化ガスの多い特殊環境では使用しないでください。
¡外気10℃以下にて冷房運転を実施する可能性がある場合は、ユニットの安定した運転を確保するため、
室外ユニットに直接雨雪が当らない場所を選定するか、吹出ダクト、吸込ダクトを取付けるようにし
てください。また、室外ユニットは室内ユニットと同一階以上の位置に設置してください。(下図参照)

室外ユニットの設置制限
＜外気10℃以下にて冷房運転する場合＞

４m�
以下�

（室内ユニットと同一階以上）�
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2.据付スペース

①単独設置の場合【必要空間の基本】

②集中設置・連続設置の場合

後面側は吸込空気の関係上100mm以上必要ですが、
後面からのサービス等を考慮した場合、前面同様
450mm程度開いていた方が便利です。

【ユニット左右から吸込空気が入る場合】
【ユニット周囲が壁の場合】

(注)・前、後の壁高さ＜Ｈ＞は、ユニットの全高以下のこと。
・前、後の壁高さ＜Ｈ'＞がユニットの全高を越える場合は、
上図のh寸法を右表のL1、L2に加算してください。

(注)・前、後の壁高さ＜Ｈ＞はユニットの前、後パネルの高さ以下
のこと。

・前、後の壁高さ＜Ｈ'＞がパネル高さを越える場合は、
上図のh寸法を下表のL1、L2に加算してください。

Ｌ1 Ｌ2

450 100

Ｌ1 Ｌ2

450 100

ｈ＝壁高さ＜Ｈ'＞－パネル高さ
例ｈ＝100の場合
Ｌ1寸法は450＋100＝550
となります。

【ユニットの上方に障害物がある場合】

ｈ＝壁高さ＜Ｈ'＞－ユニット全高

多数のユニットを設置する場合は、人の通路、風の流通を考慮して、各ブロック間に下図スペースをとってください。

¡2方向は開放としてください。
¡壁高さ〈Ｈ〉がユニットの全高を越える場合は※印の寸法にｈ寸法
(ｈ＝壁高さ〈Ｈ〉－ユニット全高)を加えてください。

¡ユニット前後に壁がある場合は、側面方向への連続設置は最大４台とし、４台毎に
吸込スペース兼通路スペースとして、1000mm以上をとってください。

(1)室外ユニット

■PUHG-J280(U)AW-A
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②集中設置・連続設置の場合

【ユニット左右から吸込空気が入る場合】
【ユニット周囲が壁の場合】

(注)・前、後の壁高さ＜Ｈ＞は、ユニットの全高以下のこと。
・前、後の壁高さ＜Ｈ'＞がユニットの全高を越える場合は、
上図のh寸法を右表のL1、L2に加算してください。

(注)・前、後の壁高さ＜Ｈ＞はユニットの前、後パネルの高さ以下
のこと。

・前、後の壁高さ＜Ｈ'＞がパネル高さを越える場合は、
上図のh寸法を下表のL1、L2に加算してください。

Ｌ1 Ｌ2

450 100

Ｌ1 Ｌ2

450 100

例ｈ＝100の場合
Ｌ1寸法は450＋100＝550
となります。

【ユニットの上方に障害物がある場合】

ｈ＝壁高さ＜Ｈ'＞－ユニット全高
ｈ＝壁高さ＜Ｈ'＞－パネル高さ

多数のユニットを設置する場合は、人の通路、風の流通を考慮して、各ブロック間に下図スペースをとってください。

¡2方向は開放としてください。
¡壁高さ〈Ｈ〉がユニットの全高を越える場合は※印の寸法にｈ寸法
(ｈ＝壁高さ〈Ｈ〉－ユニット全高)を加えてください。

¡ユニット前後に壁がある場合は、側面方向への連続設置は最大３台とし、３台毎に
吸込スペース兼通路スペースとして、1000mm以上をとってください。
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後面側は吸込空気の関係上100mm以上必要ですが、
後面からのサービス等を考慮した場合、前面同様
450mm程度開いていた方が便利です。

①単独設置の場合【必要空間の基本】
■PUHG-J560(U)AW-A
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（2）室内ユニット

×油（機械油を含む）・湿気・粉塵の多いところ。
×海浜地区などの特に塩分の多いところ。
×硫化ガス・揮発性ガス・腐食性ガス等が充満しているところ。
×酸性の溶液などを頻繁に使用するところ。
×特殊なスプレー（イオウ系）等を使用するところ。
×温泉地帯。
×高周波を発生する機械（高周波ウエルダー等）の近く。
×積雪により室外ユニットの通風口が塞がるところ。
×吹出空気が火災報知機のセンサー部に直接あたるところ。
（暖房運転時の吹出温度により、火災報知機が誤作動する恐れがあります。）

以下に示すような所に据付けてください。
〇据付時・サービス時の作業スペースが確保できるところ。〔次ページ以降の図参照〕
このスペースが確保されていない場合、
・エアフィルターや機器類のメンテナンスに支障を来す原因になります。
・能力低下や故障の原因になります。
・修理等の際、建物の天井ボードの取り外しなどに膨大な費用が生じる事があります。（上配管の場合）

〇吹出空気が部屋全体に行き渡るところ。
〇侵入外気の影響がないところ。
〇吹出空気・吸込空気の流れに障害のないところ。
〇油の飛沫や蒸気のないところ。

（ ）

●以下に示すような所は避けてください。
性能を著しく低下させたり、火災、感電、故障、誤動作の原因になります。

警告
据付けは製品質量に十分耐えるところに確実に行う。
¡強度が不足している場合は、製品の落下・転倒等によるケガの原因になることがあります。

警告
小部屋へ据付ける場合は、冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策をする。
¡万一冷媒が漏洩して限界濃度を超えると、酸欠事故の原因になります。限界濃度を超えない対策についてはお買上の販売店にご相
談ください。

注意
通信事業所・病院などに設置する場合は、ノイズに対する備えを十分に行う。
¡インバータ機器・自家発電機・医療機器・通信機器などによるエアコンの誤作動や、エアコン側からの影響により医療機器・通信
機器などに影響を与え医療行為を妨げたり、映像の乱れや雑音発生などの弊害の原因になることがあります。

注意
食品・動植物・精密機械・美術品の保存等特殊用途には使用しない。
¡本来の用途以外に使用すると、品質低下等の原因になることがあります。お買上の販売店にご相談ください。

注意
ユニットの下や室内ユニット吹出口の前に濡れて困るものを置かない。
¡運転保証範囲を超える高湿度条件やドレン出口が詰まった状態で運転した場合は、室内ユニットからも露が落ちる場合があります。
¡暖房時の室外ユニット（条件によっては冷房時にも）からも露が落ちますので、必要に応じて集中排水工事を実施してください。

注意
可燃性ガスの漏れる恐れのある場所には設置しない。
¡万一ガスが漏れて製品の周囲にたまると、爆発の原因になることがあります。
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②PEAG-J280AW-A形
サービス�
スペース�

サービススペース�

吸込�

ユニット上面�

吊りボトル�
ピッチ�

1480（吊りボトルピッチ）�
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製品質量�

PEAG-J280AW-A 約80㎏�

①吸込ダクトを接続する場合
②吸込ダクトなしで吊り金具を先に取り付ける場合
③吸込ダクトなしで本体を直接吊り下げる場合

1m以内�

※2台の室内機の据付け高低差は、1m以内でお願いします。

10
00

サービススペース

100 100
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50（吸込みスペース）

30
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ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
る
程
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）

③PFAG-J280PAW-A形 ④PLAG-J280AW-A形

全周囲必要�
２０００以上� ２０００以上�

サービススペース�

それ以外で据え付けられますとドラフト感を感じたり、暖房時の気流�
到達が不充分になる場合があります。�

本ユニットは据付高さ3.5m以上、4.5m以下に設計したユニットです。�

３００�以上��
(吸込�ｽﾍﾟ�-ｽ�)５００�以上��

(ｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽ�)
２００�以上��
(ｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽ�)  

　��

①PCAG-J280AW-A形



17

3.据付前の準備　吊りボルトピッチ・各配管・電線取出穴等の位置関係
(1)室内ユニット

①PCAG-J280AW-A形

9
0

127

1
9
6

ガス管�

液管�

ドレン管�

吹出�

吸込�
上配管通し穴�

室内ユニット平面図�

8
0
0

320

Ｂ（吊りボルト用穴詳細図）�

Ｂ�

11.2

20

14
2
6

1
2

9
0

7
0

140 105

3
0

67

134 3
6207

1
0
6

1
8
4

1994（吊りボルトピッチ）�

2×2－14×26長穴�

　　吊りボルト用�

39

1
0
0

4
5
0

吊り下げ構造（吊り下げる箇所は強固な構造にしてください。）

※いずれの場合にも吊りボルトはM10を使用してください。吊りボルトは現地手配品です。

天井の処理
・天井の水平度を正しく保ち、天井板の振動を防ぐために必ず天井下地(骨組：野縁と野縁受け)を補強してください。

・建物の構造により異なりますので、詳しくは建築・内装業者とご相談ください。

室内ユニットサイドパネルの取外し
・吹出し口横のサイドパネル固定ネジ(左右各１本)を外し、サイドパネルを

吹出し口側にスライドさせて外してください。

室内ユニットへの付属ゴム板の貼付
・付属のゴム板を右図を参照し、室内ユニット吊り金具(板金)の上面に

貼り付けてください。(4カ所)ゴム板は裏面にシール付きです。

板金側の切欠き穴に貼り付けてください。
吊りボルト穴�

穴位置を合わせて�
貼付ける（４か所）�

付属のゴム板�

¡小屋梁（平屋建て）又は２階梁（２階建て）
を強度部材としてください。

¡ユニット吊り下げには下記に示す丈夫な角
材を用いてください。

¡下図の方法を用いるか、またはアング
ル・角材などを利用して吊ボルトを取付
けてください。

【木造・簡易鉄筋の場合】 【鉄筋の場合】

吊ボルト �
M10(現地手配)

インサートなど�
100～150kg(1本)

梁間が900mm以下の場合 60mm角以上の角材
梁間が1800mm以下の場合 90mm角以上の角材　　
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②PEAG-J280AW-A形
吊りボルトピッチ 冷媒配管・ドレン配管・電線穴位置

吹出ダクトフランジ取付穴・吸込ダクト取付穴
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2
0
0

1
8
0

（吊りボルトピッチ）�

5
6
0

ガス管�
φ28.58フランジ�

液管�
φ12.7フレア�

ドレン管：１B（オス）�

1
2
0

1
5
2

1
5
6

63（液管）�

12（ガス管）�

42（ドレン管）�

低電圧電線穴（制御箱裏側）�

200V電線穴（制御箱裏側）�

40

1302（吸込ダクトフランジ外付）�

（
吸
込
ダ
クト
フ
ラ
ン
ジ
外
付
）�

9×130ピッチ＝1170

2×
13
0ピ
ッチ
＝2
60

7×130ピッチ＝910

66

34

73 73

ユニット上面�

192

26-φ3穴（吸込ダクトフランジ接続穴）�

20-φ2.9穴（吹出ダクトフランジ接続穴）�

61
61

1
4
6

8
9

38
0

60
20

天井の処理
・天井の水平度を正しく保ち、天井板の振動を防ぐために必ず天井下地(骨組：野縁と野縁受け)を補強してください。

・建物の構造により異なりますので、詳しくは建築・内装業者とご相談ください。

吊り下げ構造（吊り下げる箇所は強固な構造にしてください。）

※いずれの場合にも吊りボルトはM10を使用してください。吊りボルトは現地手配品です。

¡小屋梁（平屋建て）又は２階梁（２階建て）
を強度部材としてください。

¡ユニット吊り下げには下記に示す丈夫な角
材を用いてください。

¡下図の方法を用いるか、またはアング
ル・角材などを利用して吊ボルトを取付
けてください。

【木造・簡易鉄筋の場合】 【鉄筋の場合】

吊ボルト �
M10(現地手配)

インサートなど�
100～150kg(1本)

梁間が900mm以下の場合 60mm角以上の角材
梁間が1800mm以下の場合 90mm角以上の角材　　



19

③PFAG-J280PAW-A形

外形寸法・転倒防止金具ピッチ・床面固定穴ピッチ

冷媒配管・ドレン配管・電線穴位置／分ダクト穴詳細

65 65150 150

10
26
0

4101055
55

85
85

10-Ф2.9穴�

分ダクト穴詳細�

サイドパネル穴詳細�

17
5

分ダクト穴（ノックアウト）�

600

200V電線穴�
（制御箱裏側）�
低電圧電線穴�
（制御箱裏側）�

制御箱�

 下配管穴（ユニット裏面）�

 液管Ф12.7（ロウ付）�

 配管穴Ф100
 使用できません�

 室内外連絡線穴Ф27
 ドレン穴Ф30

●上図に示す穴はすべてノックアウト穴です。�
●反対側のサイドパネルにも同サイズ・同配管�
  （逆勝手）の穴があります。�
●上図のノックアウト穴は凸，反対側凹です。�

 低電圧電線穴Ф27�
（リモコン線等）�

ヒータ電源線穴Ф27

ガス管Ф28.6（ロウ付）�

127

600
129 58

17
9

ドレン管：外径Ф27.2
ドレンホース：長さ250
ドレンホース端内径Ф26

前面�

背面�

160270
190

15
3

10
3

11033
9410
316

8

282

11
0

22
5

24
2

80

加湿器給水管穴Ф30

1232
1200

930

25

10
0

40
0

20
0

30

50 5085

18
50

50~100調節可能�

転倒防止金具穴�
4-7×30長穴�

床面固定穴�
4-Ф12丸穴�
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　　　（単位mm）�

48
1

5

127 127
吊りボルトピッチＢ　1276
吊りボルトピッチＡ　1004

70

ドレン排水口�
（別売ドレンアップ�
メカ使用時）�

ドレン排水口�
（自然排水用）�

別売加湿器給水口�

吸込口�

吸込口�

95 435

44
.5

26
1

フィルター�

吸込パネル�
（パンチングメタル）�

吹出口（ルーバ）�

電源配線穴�

現地配線用穴�

制御箱�

吊りボルトＢ位置�

吊りボルトＡ位置�

1310
天井開口寸法　1270

13
10

天
井
開
口
寸
法
　
12
70

2323 1304
1258

8
70
0

48
65
2

44
1

1258

609

注１．�

　２．�

　３．�

　４．�

　５．�

　６．�

　７．�
　８．�

ドレン配管は、PVC管VP-25を使用してください。また、ドレン配管とドレン口の接続は�

必ず付属のフレキ接手を使用してください。�

吸込パネルの開口スペースを確保してください。�

吊りボルトは梱包時Aの位置に取付けられています。吊込みはA、Bどちらでも可能です。�

電源配線等の現地配線時には、電線に十分な余裕を持たせてください。�

吹出方向は、吹出口のルーバ角度を可変することで変更することができます。�

ルーバ角度（垂直）：吹出し角度70゜�

ルーバ角度（水平）：吹出し角度水平�

但し、天井面のない露出で使用する場合は、ルーバ水平時の吹出角度は30゜�

本図は、改良のため予告なく変更する場合があります。�

ユニット本体据付は、天井材を貼る前に行う必要があります。�

本ユニットは据付高さ3.5m以上、4.5m以下に設計したユニットです。�

それ以外で据え付けられますと、ドラフト感を感じたり、暖房時の気流到達が不十分に�

なる場合があります。�

④PLAG-J280AW-A形

吊り下げ構造（吊り下げる箇所は強固な構造にしてください。）

※いずれの場合にも吊りボルトはM10を使用してください。吊りボルトは現地手配品です。

天井の処理
・天井の水平度を正しく保ち、天井板の振動を防ぐために必ず天井下地(骨組：野縁と野縁受け)を補強してください。

・天井下地を必ず切断撤去してください。

・天井下地を切断の補強、および天井板の端固定用の天下地を追加してください。

・建物の構造により異なりますので、詳しくは建築・内装業者とご相談ください。

¡小屋梁（平屋建て）又は２階梁（２階建て）
を強度部材としてください。

¡ユニット吊り下げには下記に示す丈夫な角
材を用いてください。

¡下図の方法を用いるか、またはアング
ル・角材などを利用して吊ボルトを取付
けてください。

【木造・簡易鉄筋の場合】 【鉄筋の場合】

吊ボルト �
M10(現地手配)

インサートなど�
100～150kg(1本)

梁間が900mm以下の場合 60mm角以上の角材
梁間が1800mm以下の場合 90mm角以上の角材　　
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Ⅴ. 製品仕様

1.仕様表
PCHG�
-J280AW(U)-A

PEHG�
-J280AW(U)-A

PFHG�
-J280PAW(U)-A

PLHG�
-J280AW(U)-A�

定格冷房能力�

定格消費電力�

運転電流�

運転力率�

定格暖房能力�

定格消費電力�

運転電流�

運転力率�

�

�

始動電流�

形    名�

定格電源�

外形寸法（Ｈ×Ｗ×Ｄ）�
�

外   装�
�

熱交換器形式�

形式×個数�

風   量�

機外静圧�

電動機出力�

防音・断熱材�

エアフィルタ�

ドレン配管サイズ�

運転音（A特性値）�

製品質量�

形    名�

定格電源�

外形寸法（Ｈ×Ｗ×Ｄ）�

外   装�

熱交換器形式�

形式×個数�

始動方式／称呼出力�

1日の冷凍能力�

クランクケースヒータ�

形式×個数�

風   量�

電動機出力�

霜取方式�

圧力計�

圧力開閉器�

圧縮機�

送風機�

運転音（A特性値）�

製品質量
�

�

ガス配管�

液配管�

種類／出荷時封入量�

制御方式�

�

�

�

�

�

�

�

開閉器�

漏電遮断器�

�

kW�

kW�

Ａ�

％�

kW�

kW�

Ａ�

％�

kW�

kW�

Ａ�

－�

－�

mm
�

�

－
�

�

－�

－�

m3/min�

Pa�

kW�

�

－�

－�

dB�

kg�

－�

－�

mm�

�

－�

－�

kW�

法定トン�

kW�

－�

m3/min�

kW�

－�

�

－�

－�

－�

dB�

kg�

�
mm�

mm�

kg�

－�

  R　�

mm�

mm�

ｍ�

ｍ�

�

mm�

Ａ�

Ａ�

�

25.0／28.0�

10.24／12.44�

34.7／39.9�

85／90�

28.0／31.5<33.2／36.7>�

9.14／10.75<14.34／15.95>�

31.0／34.1<46.0／49.1>�

85／91<90／93>�

20.4／23.0<25.6／28.2>�

7.68／9.03<12.83／14.23>�

159／139�

PCAG-J280AW-A�

�

320×2100×800�
�

�

�

�

シロッコファン×4�

強70－弱60�

0�

0.16＋0.19�

発泡ポリエチレン�

ＰＰハニカム�

VP-20�

強55－弱52�

90�

PUHG－J280(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

25.0／28.0�

10.74／13.18�

36.4／41.8�

85／91�

28.0／31.5�

9.24／11.34�

31.4／36.0�

85／91�

20.4／23.0�

7.76／9.53�

159／139�

PEAG-J280AW-A�

�

455×1580×604�
�

�
�

�

シロッコファン×2�

強80�

50<150>�

0.95<1.23>�

グラスウール�

ＰＰハニカム�

1B�

強53�

80�

PUHG－J280(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

25.0／28.0�

10.32／12.52�

35.0／40.1�

85／90�

28.0／31.5<33.2／36.7>�

9.23／10.86<14.43／16.06>�

31.0／34.5<46.0／49.5>�

86／91<90／93>�

20.4／23.0<25.6／28.2>�

7.75／9.12<12.95／14.32>�

159／139�

PFAG-J280PAW-A�

�

1850×1200×400�
�

�

�

�

シロッコファン×2�

強80－弱64�

0�

0.4�

グラスウール�

ＰＰハニカム�

VP-20�

強56－弱49�

127�

PUHG－J280(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

0.35

�

25.0／28.0�

10.87／13.01�

36.9／41.2�

85／91�

28.0／31.5<31.8／35.3>�

9.56／11.94<13.36／15.74>�

32.4／37.8<43.4／48.8>�

85／91<89／93>�

20.4／23.0�

8.03／10.03�

159／139�

PLAG-J280AW-A�

�

1258×1258×652�
（ﾊﾟﾈﾙ込1310×1310×708）�

�

�

�

シロッコファン×2�

強72－弱62�

0�

1.05�

発泡ポリエチレン�

合成繊維不織布フィルタ�

外径32.0 VP-25�

強62－弱57�

本体：130,パネル：22�

PUHG－J280(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

注１．運転特性は下記条件で運転したときの数値です。�
　　　冷房能力（室内側：乾球温度27.0℃･湿球温度19.0℃, 室外側：乾球温度35.0℃）、暖房能力（室内側：乾球温度20.0℃, 室外側：乾球温度7.0℃･湿球温度6.0℃）、�
　　　暖房低温能力（室内側：乾球温度20.0℃, 室外側：乾球温度2.0℃･湿球温度1.0℃）、延長配管5ｍ（相当長）、高低差0ｍ�
　２．運転特性の暖房時＜ ＞内データは補助電気ヒータ（別売）作動時を示します。�
　３．延長配管径ガス側主管の（　）内データは、配管長50m超で能力を重視する場合に使用する配管径を示します。�
　４．室内ユニットの仕様は、1台分の値を示します。�

標�

準�

仕�

様�

冷�
房�

暖�

房�

低�
温�

暖房能力�

消費電力�

�

室�

内�

ユ�

ニ�

ッ�

ト�

�

送�
風�
機�
�

送�
風�
機�
�

圧�
縮�
機�

室�

外�

ユ�

ニ�

ッ�

ト�

�

保�
護�
装�
置�
�

冷媒配管�
寸法�
�

配線用�

遮断器�

冷 �
媒�

冷凍機油（種類×封入量）�

電線太さ 室外／室内／ﾋｰﾀｰ用�

内外接続線／リモコン電線太さ�

内外接続線長さ（最大）<室内-室外>�

冷媒配管長(相当長)／高低差�
�

アース線サイズ�

�

単相200V  50/60Hz�

�

三相200V  50/60Hz�

�

単相200V  50/60Hz�

�

三相200V  50/60Hz�

�

�

クロスフィン�

�

三相200V  50/60Hz�

1715×990×840�

�鋼板粉体塗装   マンセル〈5Y8/1〉�

クロスフィン�

全密閉形�

直 入／7.5�

4.11／4.82�

0.06�

プロペラファン�

185�

�

リバースサイクル�

－�

高圧側 2.94MPa�

熱動過電流継電器、熱動温度開閉器�

温度開閉器（内蔵）�

57�

240�

245�

主管φ28.6（φ32.0）�

主管φ12.7�

Ｒ22（PUHG-J280AW-A: 8.5, PUHG-J280UAW-A: 10.5）�

毛細管�

SUNISO3GSD×4.5�

φ14／φ1.6／φ2.0�

φ1.25／φ0.3以上�

200�

62.5(最大)／50(室外機が上)､40(室外機が下)�

125(最大)／50(室外機が上)､40(室外機が下)�

φ5.5以上�

60�

60

�
溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 �

 (別売ﾊﾟﾈﾙ)塩ﾋﾞ〈0.70Y8.59／0.7〉�

�

セット形名�
項　目�

鋼板アクリル塗装   �
マンセル〈0.70Y8.59／0.7〉�

鋼板アクリル塗装   �
マンセル〈0.70Y8.59／0.7〉�溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 �

�

AW�

UAW

AW�

UAW
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PCHGX�
-J560AW(U)-A

PEHGX�
-J560AW(U)-A

PFHGX�
-J560PAW(U)-A

PLHGX�
-J560AW(U)-A�

定格冷房能力�

定格消費電力�

運転電流�

運転力率�

定格暖房能力�

定格消費電力�

運転電流�

運転力率�

�

�

始動電流�

形    名�

定格電源�

外形寸法（Ｈ×Ｗ×Ｄ）�
�

外   装�
�

熱交換器形式�

形式×個数�

風   量�

機外静圧�

電動機出力�

防音・断熱材�

エアフィルタ�

ドレン配管サイズ�

運転音（A特性）�

製品質量�

形    名�

定格電源�

外形寸法（Ｈ×Ｗ×Ｄ）�

外   装�

熱交換器形式�

形式×個数�

始動方式／称呼出力�

1日の冷凍能力�

クランクケースヒータ�

形式×個数�

風   量�

電動機出力�

霜取方式�

圧力計�

圧力開閉器�

圧縮機�

送風機�

運転音（A特性）　�

製品質量
�

�

ガス配管�

液配管�

種類／出荷時封入量�

制御方式�

�

�

�

�

�

�

�

開閉器�

漏電遮断器�

�

kW�

kW�

Ａ�

％�

kW�

kW�

Ａ�

％�

kW�

kW�

Ａ�

－�

－�

mm
�

�

－
�

�

－�

－�

m3/min�

Pa�

kW�

�

－�

mm�

dB�

kg�

－�

－�

mm�

�

－�

－�

kW�

法定トン�

kW�

－�

m3/min�

kW�

－�

�

－�

－�

－�

dB�

kg
�

�

mm�

mm�

kg�

－�

  R　�

mm�

mm�

ｍ�

ｍ�

�

mm�

Ａ�

Ａ�

�

50.0／56.0�

20.52／24.68�

68.9／78.7�

86／91�

56.0／63.0<66.4／73.4>�

19.14／23.34<29.54／33.74>�

64.0／73.7<94.0／103.7>�

86／91<91／94>�

40.8／46.0<51.2／56.4>�

16.30／19.90<26.70／30.30>�

192／176�

PCAG-J280AW-A  (×2台)�

�

320×2100×800�
�

�

�

�

シロッコファン×4�

強70－弱60�

0�

0.16＋0.19�

発泡ポリエチレン�

ＰＰハニカム�

外径25.4(VP-20)�

強55－弱52�

105�

PUHG－J560(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

50.0／56.0�

20.96／24.98�

70.8／80.0�

85／90�

56.0／63.0�

19.58／23.64�

65.9／75.0�

86／91�

40.8／46.0�

16.74／20.20�

192／176�

PEAG-J280AW-A  (×2台)�

�

455×1580×604�
�

�
�

�

シロッコファン×2�

強80�

50<150>�

0.95<1.23>�

グラスウール�

ＰＰハニカム�

外径32(VP-25)�

強53�

80�

PUHG－J560(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

50.0／56.0�

20.08／24.18�

67.7／77.1�

86／91�

56.0／63.0<66.4／73.4>�

18.70／22.84<29.10／33.24>�

62.8／72.1<92.8／102.1>�

86／91<91／94>�

40.8／46.0<51.2／56.4>�

15.86／19.40<26.26／29.80>�

192／176�

PFAG-J280PAW-A  (×2台)�

�

1850×1200×400�
�

�

�

�

シロッコファン×2�

強80－弱64�

0�

0.4�

グラスウール�

ＰＰハニカム�

内径26(VP-20)�

強56－弱49�

127�

PUHG－J560(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

0.38×2

�

50.0／56.0�

21.32／25.78�

71.8／82.4�

86／90�

56.0／63.0<63.6／70.6>�

19.94／24.44<27.54／32.04>�

66.9／77.4<88.8／99.3>�

86／91<90／93>�

40.8／46.0<51.2／56.4>�

17.10／21.10<24.70／28.70>�

192／176�

PLAG-J280AW-A  (×2台)�

�

1258×1258×652�
（ﾊﾟﾈﾙ込1310×1310×708）�

�

�

�

シロッコファン×2�

強72－弱62�

0�

1.05�

発泡ポリエチレン�

合成繊維不織布フィルタ�

外径32.0 (VP-25）�

強62－弱57�

本体：130,パネル：22�

PUHG－J560(U)AW-A�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

注１．運転特性は下記条件で運転したときの数値です。�
　　　冷房能力（室内側：乾球温度27.0℃･湿球温度19.0℃, 室外側：乾球温度35.0℃）、暖房能力（室内側：乾球温度20.0℃, 室外側：乾球温度7.0℃･湿球温度6.0℃）、�
　　　暖房低温能力（室内側：乾球温度20.0℃, 室外側：乾球温度2.0℃･湿球温度1.0℃）、延長配管5ｍ（相当長）、高低差0ｍ�
　２．運転特性の暖房時＜ ＞内データは補助電気ヒータ（別売）作動時を示します。�
　３．室内ユニット仕様は１台分の仕様を示します。�
　４．延長配管径ガス側主管の（　）内データは、配管長50m超で能力を重視する場合に使用する配管径を示します。�
　５．室内ユニットの仕様は、1台分の値を示します。�

標�

準�

仕�

様�

冷�
房�

暖�

房�

低�
温�

暖房能力�

消費電力�

�

室�

内�

ユ�

ニ�

ッ�

ト�

�

送�
風�
機�
�

送�
風�
機�
�

圧�
縮�
機�

室�

外�

ユ�

ニ�

ッ�

ト�

�

保�
護�
装�
置�
�

冷媒配管�
寸法�
�

配線用�

遮断器�

冷 �
媒�

冷凍機油（種類×封入量）�

電線太さ 室外／室内／ﾋｰﾀｰ用�

内外接続線／リモコン電線太さ�

内外接続線長さ（最大）<室内-室外>�

冷媒配管長(相当長)／高低差�

�

アース線サイズ�

�

単相200V  50/60Hz�

�

三相200V  50/60Hz�

�

単相200V  50/60Hz�

�

三相200V  50/60Hz�

�

�

クロスフィン�

�

三相200V  50/60Hz�

1715×1990×840�

�鋼板粉体塗装   マンセル〈5Y8/1〉�

クロスフィン�

全密閉形×2�

直 入／7.5×2�

4.11×2／4.82×2�

0.06×2�

プロペラファン×2�

370�

�

リバースサイクル�

－�

高圧側 2.94MPa�

熱動過電流継電器、熱動温度開閉器�

温度開閉器（内蔵）�

60�

480�

500�

主管φ38.1(φ44.5) 枝管φ28.6�

主管φ15.88   枝管φ12.7�

Ｒ22×18.0�

毛細管�

SUNISO3GSD×12.0�

φ38／φ1.6／φ2.0�

φ1.25／φ0.3以上�

200�

62.5(最大)／50(室外機が上)､40(室外機が下)�

125(最大)／50(室外機が上)､40(室外機が下)�

φ8.0以上�

200�

125�

�

�
溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 �

 (別売ﾊﾟﾈﾙ)塩ﾋﾞ〈0.70Y8.59／0.7〉�

�

セット形名�
項　目�

鋼板アクリル塗装   �
マンセル〈0.70Y8.59／0.7〉�

鋼板アクリル塗装   �
マンセル〈0.70Y8.59／0.7〉�溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 �

�

AW�

UAW

AW�

UAW
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215

1
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215

φ27ノックアウト穴�
＜右側面伝送用配線通し穴＞�

φ40ノックアウト穴�
＜右側面電源用配線通し穴＞�

φ40ノックアウト穴�
＜左側面電源用�
　配線通し穴＞�

冷媒操作弁<液>
φ12.7<ﾌﾚｱ>

冷媒操作弁<ガス>
<フランジ>

前面電源用配線通し穴�
電線管取付け板<付属品>の選択�
によりφ33,φ40を選択可�

正面図�

ノックアウト穴�
前面配管通し穴�

サービスパネル�

ノックアウト穴�
圧力計<別売品>
取付用�

右側面図�

空気�
吸込�

空気�
吸込�

空気吹出�

平面図�

X

４Ｘ２－１４Ｘ２０長穴�

9
1
0

8
4
0

1
5

8
8
0
(据
付
ﾋﾟ
ｯﾁ
)

1
5

990
560(据付ﾋﾟｯﾁ)

8075 413

55190

4
0

7
0

ノックアウト穴�

X

6
0

8
4

1
4
9

31 165

65

1
2
1

55555378

1
8
3
2
3
7

注１�
φ27ノックアウト穴�
＜底面伝送用配線通し穴＞�

φ40ノックアウト穴�
底面電源用配線通し穴�
電線管取付け板<付属品>の選択�
によりφ33に変更可�

左側面図�背面図�

φ27ノックアウト穴�
＜左側面伝送用配線通し穴＞�

ノックアウト穴�
左側面配管通し穴�

接続管�
φ28.58<ロー付>

断面Ｘ－Ｘ�

ノックアウト穴�
底面配管通し穴�

80
73

16025

60 75

80 40

1
9
4

10
0

48

注１．下配管取出しをする場合は�
　　　底面配管通し穴を基礎で�
　　　ふさがぬようにしてください�

＜付属品＞�
 ・冷媒＜ガス＞接続管・・・・・１個�
　（ユニットに取付済）�
 ・接続管用パッキン・・・・・・１個�
　（ボ－ルバルブ付近に取付）�
 ・電線管取付板（本体同色塗装）�
　 φ４０，φ３３・・・各１個�
 ・タッピンネジ　４Ｘ１２・・・４本�
 ・前パネル取付板・・・・・・・２個�
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100

1
8
1

1
6
9

冷媒操作弁<液>
φ15.88<フレア>

背面図�

底面電源用配線通し穴�
電線管取付板<付属品>
の選択により�
φ53,φ62に変更可�

1990

7
0

1
2
6

8
6

745 190

780 105
218

9
8

115

9
0

7
3

190744
215 780（据付ピッチ）� 780（据付ピッチ）�

冷媒操作弁<ガス>
<フランジ>

注１．下配管取出しをする場合は�
　　　底面配管通し穴を基礎で�
　　　ふさがぬようにしてください� 注１�

1
4
9
0

＜付属品＞�
 ・冷媒＜ガス＞接続管・・・・・１個�
　（ユニットに取付済）�
 ・接続管用パッキン・・・・・・１個�
　（ボ－ルバルブ付近に取付）�
 ・電線管取付板（本体同色塗装）�
　 φ６２，φ５３・・・・・・・各１個�
 ・タッピンネジ　４Ｘ１２・・・４本�
 ・前パネル取付板・・・・・・・２個�

215

φ27ノックアウト穴�
＜底面伝送用配線通し穴＞�

左側面図�

φ62ノックアウト穴�
＜左側面電源用�
　　配線通し穴＞�

φ27ノックアウト穴�
＜左側面伝送用配線通し穴＞�

接続管�
φ38.1<ロー付>

冷媒操作弁<液> 冷媒操作弁<ガス>

前面電源用配線通し穴�
電線管取付け板<付属品>�
の選択により�
φ53,φ62を選択可�
�

正面図�

ノックアウト穴�
前面配管通し穴�

サービスパネル�

ノックアウト穴�
圧力計<別売品>
取付用�

空気�
吸込�

空気�
吸込�

空気吹出�

平面図�断面Ｘ－Ｘ�

X X

７Ｘ２－１４Ｘ２０�
長穴�

ノックアウト穴�
底面配管通し穴�

9
1
0

8
4
0

1
5

8
8
0
（
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チ
）
�
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5
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(2)リモコン
①ワイヤードリモコン

②ワイヤレスリモコン

MITSUBISHI
スイング�

自動    送風�

エラーＮＯ．�

現在 　開始 終了�
時刻　 時刻 時刻�

ドライ 冷房�

　　    暖房�
　　  準備中�
霜取中�

集中管理中�
タイマー�点検�

℃�
試  運  転�
点  検  中�
フィルター清掃�

センサー使用�
リモコン側�
本  体  側�

機 能 選 択�この機能はありません�
換気�

のみ�
１時間�

℃�

強弱�

設定温度� 運転/停止�

130 19 46

1
2
0

8
3
.5

暖房�
冷房�
点検�試運転�

ドライ�
自動�

設定�

送風�

午前�
午後�

午前�
午後�

入� 切�

風速�

この機種はありません�

運転／停止�

暖房�
冷房�
点検�試運転�

ドライ�
自動�

設定�

送風�

午前�
午後�

午前�
午後�

入� 切�

風速�

この機種はありません�

運転／停止�

室温調節�

運転切換�

風速�

風向�

時計�

予約・取消�

切タイマー� 入タイマー�

時� 分�

℃� ℃�

ルーバー�

1
5
3

1
8

3

57

※PFAG-J280PAW-Aの場合、操作部(リモコン)の図は本図とは異なります。
99年度版設計・工事マニュアルまたは技術資料を参照ください。
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①
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-J
2
8
0
A
W
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1
2

2
6

14

20

11.2

Ａ（吊りボルト用穴詳細図）�

注意事項�
１．アンカ－ボルトはＭ１０または、Ｗ３／８ネジを使用してください。�

ドレン配管接続口（ＶＰ２０接続）・・・・・・・・・�
冷媒配管接続口（ロー付接続φ28.58　ガス管）・・・�
冷媒配管接続口（ロー付接続 φ12.7　液管）・・・・�
冷媒配管　上取出し用角穴・・・・・・・・・・・・・�

1
2
3
4

1
0
0

1994

140

7
0

3
0

134

207

127

3
6

1
0
6

1
8
4

4
5
0

39

105

67

2100
90

196

90

3
2
0

２×２－１４×２６長穴�
　　吊りボルト用�

3

4

2

1

エアフィルター�

Ａ�

800

1

2

3

制御箱�

吸込�吹出�

３００（吸込スペース）�５００（サービススペース）�２００（サービススペース）�
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②
P
E
A
G
-J
2
8
0
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W
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ドレンパン�

39895

100

8
1

1
8
0

192

1
9

1
8
0

2
0
0

13
0

3
1

吊リ穴ピッチ�
ユニット上面�

吹出�

吸込�

サービススペース�

サービススペース�

吸込ダクトを接続する場合�

吸込ダクトなしで本体を直�
接吊り下げる場合�

吸込ダクトなしで吊り金具�
を先に取り付ける場合�

5
0

2
5

5
0
0

4
5
5

20
200１４８０（吊リ穴ピッチ）�

2
0
0

7
1
0

400
2080

5
1
0

20 1440

9
5
5

6
1
1
4
6
6
1
8
9

7373 130130130130130130130

（ドレンパン）�

341302

40 6613013013013013013013013013066

104

1
8
0

2
0
0

1
3
0

20148020

1520

1440

3
.2

40

1462

4
1
9
50 510

15

31

56023

63

19

1
5
6

6
0

1
3
0

13
0

1
0

2
0

4
4
5

3
8
0

6
0

1
2
0
1
5
2

注．吸込側にダクトを接続する場合は本体付属のエアフィルターを外して�
　　別に吸込ダクト側にエアフィルターを準備してください。�

パイプサイズ φ28.6

20-φ2.9穴（ダクト接続用）�

パイプサイズ φ12.7

吸込�
ダクトフランジ�

吊リ穴�
４－φ１２�

制御箱�

26-φ3穴�
（ダクト接続用）�

冷媒配管接続口（フランジ）�

ドレン配管１Ｂ（オス）�
ドレンパン全面�
断熱材１０ｔ�

冷媒配管接続口（フレア）�
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130 112

1
3
0

3
6
5

1
7
9

接続配管寸法�

φ28.6 ロウ付�
φ12.7 ロウ付�

ｶﾞｽ側�
液側�

58129

2
4
2

1
0
3

9
4 1
6
8

1
5
3

3
3

8080130
16080

1
1
0
6
5

5
5

10

65

(1
7
5
)

600

8
5
8
5

5
5

65150150

10
0

14 14

30

3
0 7

38112438

1260

36030

40
0

600 410

2
6
0

1
7
5

1
8
9

7
0

(A)

1200

1232

55 55

10118010

1
8
5
0

2
5

2
8
0

5
4
5

8
5

8
4
5

7
0

10
0

20
0

1
5

15

ﾄﾞﾚﾝ(冷却器)
　φ27.2

電線穴(室内外連絡)
φ27ﾉｯｸｱｳﾄ�

電線穴(ﾋｰﾀ)
φ27ﾉｯｸｱｳﾄ�

加湿器給水用�
φ30ﾉｯｸｱｳﾄ�

エアフィルター�
取出口�

(50)

転倒防止金具�

　�

ﾄﾞﾚﾝ(冷却器)
φ30ﾉｯｸｱｳﾄ�

電線穴(加湿器制御)
φ27ﾉｯｸｱｳﾄ�

冷媒配管φ100
ﾉｯｸｱｳﾄ�

ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ長さ250
口元内径φ26

転倒防止金具�

0～100調節可能�

下配管用穴(底面)

制御箱�

運転ｽｲｯﾁ�

吹出口�

吸込口�

4-φ12穴�

10-φ2.9穴�

分ﾀﾞｸﾄ穴詳細図�分ﾀﾞｸﾄ穴(ﾉｯｸｱｳﾄ)

85 8550 930 50

30

7

3
0
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48
1

5

127 127
吊りボルトピッチＢ　1276
吊りボルトピッチＡ　1004

70

ドレン排水口�
（別売ドレンアップ�
メカ使用時）�

ドレン排水口�
（自然排水用）�

別売加湿器給水口�

冷媒配管(液)
φ12.7

φ28.58
冷媒配管(ガス)

  ドレン口(VP-25)
ﾌﾚｷ継手(200mm)付属�

吸込口�

吸込口�

95 435

44
.5

26
1

フィルター�

吸込パネル�
（パンチングメタル）�

吹出口（ルーバ）�

電源配線穴�

現地配線用穴�

制御箱�

吊りボルト�
Ｂ位置�

吊りボルト�
Ａ位置�

1310
天井開口寸法　1270

13
10

天
井
開
口
寸
法
　
12
70

2323 1304
1258

8
70
0

48
65
2

44
1

1258

609

注１．�

　２．�
　３．�
　４．�
　５．�

　６．�
　７．�
　８．�

ドレン配管は、PVC管VP-25を使用してください。また、ドレン配管とドレン口の接続は�
必ず付属のフレキ接手を使用してください。�
吸込パネルの開口スペースを確保してください。�
吊りボルトは梱包時Aの位置に取付けられています。吊込みはA、Bどちらでも可能です。�
電源配線等の現地配線時には、電線に十分な余裕を持たせてください。�
吹出方向は、吹出口のルーバ角度を可変することで変更することができます。�
ルーバ角度（垂直）：吹出し角度70゜�
ルーバ角度（水平）：吹出し角度水平�
但し、天井面のない露出で使用する場合は、ルーバ水平時の吹出角度は30゜�
本図は、改良のため予告なく変更する場合があります。�
ユニット本体据付は、天井材を貼る前に行う必要があります。�
本ユニットは据付高さ3.5m以上、4.5m以下に設計したユニットです。�
それ以外で据え付けられますと、ドラフト感を感じたり、暖房時の気流到達が不十分に�
なる場合があります。�
�
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注１．ユニットはＤ種（第三種）接地工事を必ず実施してください。�
　２．ＴＢ３，７は伝送用端子台ですので、動力線は接続しないでください。�
　３．ＴＢ３にはM-NET配線を接続しないでください。�
　４．破線は現地手配を示します。�
　５．一点鎖線部は別売Ｍ－ＮＥＴアダブタを接続した場合を表します。�
　６．二点鎖線部はPUHG-J280UAW-Aの場合を表します。�
　７．SW5-4はPUHG-J280AW-Aの場合ONです。�

Ｆ１� ヒュ－ズ（１０Ａ）�

ＴＢ７� 端子台（Ｍ－ＮＥＴ伝送線）�
ＴＢ３� 端子台（ＡＷ制御信号線）�

バリスタ�ＺＮＲ�

Ｅ�

　　　　名　　　　称�　記　号�

ＴＢ１�

Ｘ０１�

Ｆ２�

ＴＨ２�
ＴＨ１�

ＣＨ�

ＭＦ�

端子台（電源）�

ア－ス端子�
リレ－（４９Ｃ，ＣＨ）�

ヒュ－ズ（２Ａ）�

サ－ミスタ（配管温度検知）�
サ－ミスタ（吐出配管温度検知）�

発熱器（ベルトヒ－タ）�

送風機用電動機�
ＭＣ� 圧縮機用電動機�

５２Ｃ� 電磁接触器（圧縮機）�
５１Ｃ� 熱動過電流継電器（圧縮機）�
４９Ｃ� 圧縮機インナ－サ－モ�
６３Ｈ１� 圧力開閉器(高圧保護)2.94MPa OFF

６３Ｈ２� 圧力開閉器（制御）�

ＤＳＡ� アレスタ�

Ｘ０２� リレ－（ＳＶ１）�
Ｘ０３� リレ－（２１Ｓ４）�
Ｘ０４� リレ－（ＳＶ２）�
Ｘ０５� リレ－（５２C）�

ＴＲ� トランス�
ＣＮ２６�
ＣＮ２７� コネクタ（ＳＶ１，２１Ｓ４）�

コネクタ（５２Ｃ）�
ＣＮ２５�

ＣＮ２３�
ＣＮ２２�
ＣＮ２１�
ＣＮ２０�

コネクタ（スノ－センサ－）�ＣＮ３Ｓ�
コネクタ（接点デマンド）�ＣＮ３Ｄ�

コネクタ（ＡＷ制御）�ＣＮＳ３�

コネクタ（吐出温度ＴＨ２）�ＣＮ４�
コネクタ（配管温度ＴＨ１）�ＣＮ３�
コネクタ（Ｍ－ＮＥＴ拡張）�ＣＮ１�

コネクタ（ＣＨ）�

コネクタ（６３Ｈ１異常）�
コネクタ（５１Ｃ異常）�
コネクタ（４９Ｃ異常）�
コネクタ（電源）�

ＣＮＦＡＮ�コネクタ（送風機）�
　　　　名　　　　称�　記　号�

ＣＮ２８� コネクタ（ＳＶ２）�

ＣＮ３４� コネクタ（トランス２次）�

ＣＮ２４� コネクタ（６３Ｈ２）�

ＣＮ３０� コネクタ（トランス１次）�
ＣＮ３１�
ＣＮ３２�
ＣＮ３３�

コネクタ（応急）�
コネクタ（テスト）�
コネクタ（機種設定）�

R
S
T

F1

F1

52C 51CTB1

MC MF
1

3
5

電源�
３相200Ｖ�
50／60Ｈｚ�

U

V

W

CNFAN

1 21
2

CND CN2M

 制御基板�

M-NET基板�

注7

SW5

421 653

CN33 CN32 CN31

TB3
CH 49C 51C

室内機へ�

3

CNS3

CN20
1

B SA

ZNR

E

TB7
A

S
B

123456

3 5612 4

12

312 4

1

12345

45 3 2 1CN1

CN5

SW1

SW2

SW4SW3

SW11 SW12

63H1

OFF

ON

ＬＥＤ２�

ON

OFF

暖房�

冷房�

ON

OFF

１の位�10の位�
ｱﾄﾞﾚｽ設定�
ｽｲｯﾁ�

SV1

X02

X05

13 13
CN35

13

X04

SV2

CN28

13

X03

21S4

CN26CN23

5

52C

7
CN22CN25

F2

DSA
X01

CN27

13 13 3 1 135

52C

CN21

5

63H2
3
CN24

1

CN30

3
1

CN34

4
3

1
2 ＴＲ�

2 1
CN3S

3 1
CN3D

3
5
7

1
2

2
1

CN3

CN4

TH1

TH2

接点�
デマンド�

ｽﾉ-ｾﾝｻ-
入力�
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注１．ユニットはＤ種（第三種）接地工事を必ず実施してください。�
　２．ＴＢ３，７は伝送用端子台ですので、動力線は接続しないでください。�

Ｆ１� ヒュ－ズ（１０Ａ）�

ＴＢ７� 端子台（Ｍ－ＮＥＴ伝送線）�

ＴＢ３� 端子台（ＡＷ制御信号線）�

バリスタ�ＺＮＲ�

Ｅ�

　　　　名　　　　称�　記　号�

ＴＢ１�

Ｘ０１�

Ｆ２�

ＴＨ２－１�
ＴＨ１�

ＣＨ１，２�

ＭＦ１，２�

端子台（電源）�

ア－ス端子�
リレ－（４９Ｃ１，ＣＨ１，２）�

ヒュ－ズ（２Ａ）�

サ－ミスタ（配管温度検知）�
サ－ミスタ（吐出配管温度検知）�

発熱器（ベルトヒ－タ）�

送風機用電動機�
ＭＣ１，２�圧縮機用電動機�

５２Ｃ１，２�電磁接触器（圧縮機）�
５１Ｃ１，２�熱動過電流継電器（圧縮機）�
４９Ｃ１，２�圧縮機インナ－サ－モ�
５２Ｆ�

６３Ｈ１－１�圧力開閉器(高圧保護)2.94MPa OFF

６３Ｈ１－２�圧力開閉器(高圧保護)2.94MPa OFF

ＴＨ２－２�サ－ミスタ（吐出配管温度検知）�
ＤＳＡ� アレスタ�

Ｘ０２� リレ－（ＳＶ１）�
Ｘ０３� リレ－（２１Ｓ４）�
Ｘ０４� リレ－（ＳＶ２）�
Ｘ０５� リレ－（５２Ｆ）�
Ｘ０６� リレ－（５２Ｃ１）�
Ｘ０７� リレ－（５２Ｃ２）�

ＴＲ� トランス�

電磁接触器（送風機）�

電源�
3相200Ｖ�
50／60Ｈｚ�

ＣＮ２６�
ＣＮ２７� コネクタ（ＳＶ１，２１Ｓ４）�

コネクタ（５２Ｃ１）�
ＣＮ２５�

ＣＮ２３�
ＣＮ２２�
ＣＮ２１�
ＣＮ２０�

コネクタ（スノ－センサ－）�ＣＮ３Ｓ�
コネクタ（接点デマンド）�ＣＮ３Ｄ�

コネクタ（ＡＷ制御）�ＣＮＳ３�

コネクタ（吐出温度ＴＨ２－１）�ＣＮ４�
コネクタ（配管温度）�ＣＮ３�
コネクタ（Ｍ－ＮＥＴ拡張）�ＣＮ１�

MF1
MC1

TB1 51C152C1

F1

F1

T
S
R

コネクタ（ＣＨ１）�

コネクタ（６３Ｈ１－１，－２異常）�
コネクタ（５１Ｃ１，２異常）�
コネクタ（４９Ｃ１，２異常）�
コネクタ（電源）�

ＣＮＦＡＮ�コネクタ（送風機）�

52C2

MC2

51C2

MF2
U

V

Ｘ０８� リレ－（５２Ｃ１，５２Ｃ２）�
　　　　名　　　　称�　記　号�

ＣＮ２８� コネクタ（ＳＶ２）�
ＣＮ２９� コネクタ（５２Ｃ２）�

ＣＮ３４� コネクタ（トランス２次）�

ＣＮ５� コネクタ（吐出温度ＴＨ２－２）�

ＣＮ２４� コネクタ（６３Ｈ２）�

ＣＮ３０� コネクタ（トランス１次）�

ＣＮ３６� コネクタ（ＣＨ２）�
ＣＮ３７� コネクタ（５２Ｆ）�

ＣＮ３１�
ＣＮ３２�
ＣＮ３３�

コネクタ（応急）�
コネクタ（テスト）�
コネクタ（機種設定）�

SW12SW11

52C1

SW3 SW4

SW2

SW1

M-NET基板�

 制御基板�

TH2-1

TH1

CN2MCND

CN5

CN1

CN4

CN3

1235 4

1
2

2
1

5 3 1133 17 57 5

2
1 21

5 4 3 2 1

1 3 1
CN27

CNFAN

W

V
U

421 3

21

421 653

654321

B
S

A
TB7

E

5
3

1

ZNR

X01
DSA

F2

CN25

51C1

CN21

63H1-1

CN22

7

A B
52C1

1

7

5

3

5

CN20

CNS3 CN23 CN26

CN5

1
2

CN3D
13

接点�
デマンド�

TH2-2

CN3S
12

ｽﾉ-ｾﾝｻ-
入力�

SV121S4

3

室内機へ�

W

52F

X02

X03

3 1
CN28

SV2

X04

3 1
CN37

X05

52F

135
CN29

52C2

52C2

X07X06

3 1
CN35

3 1

63H1-2

51C2

3 13 1

49C149C2CH2CH1

ＴＲ�2
1

3
4

CN34

1
3

CN30

TB3

CN36

X08

CN31CN32CN33

1

CN24
2

63H2

ｱﾄﾞﾚｽ設定�
ｽｲｯﾁ�

10の位�１の位�

OFF

ON

冷房�

暖房�

OFF

ON

ＬＥＤ２�F/C

　３．ＴＢ３にはM-NET配線を接続しないでください。�
　４．破線は現地手配を示します。�
　５．一点鎖線部は別売Ｍ－ＮＥＴアダブタを接続した場合を表します。�
　６．二点鎖線部はPUHG-J560UAW-Aの場合を表します。�
　７．SW5-4はPUHG-J560AW-Aの場合ONです。�

注7

SW5

421 653OFF

ON
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1

X7

2
ＣＮ２４�
補助ﾋ-ﾀ�

電源�
三相200V
50/60Hz

Ｘ７�２６Ｈ１�
88�
H1

Ｈ１�ＦＳ１�８８Ｈ１�
R
S
T

F3

X4 X5 X6

記　号� 名　　称�

補助�
ヒータ�

FS1
26H1
X7
88H1
H1

温度ヒュ－ズ�
温度開閉器（過熱防止）�
補助継電器�
電磁接触器�
電熱器�

別売部品�

F3 ヒュ－ズ（5Ａ）�
DP
DS

ドレンポンプ� ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ�
  ﾒｶ�ドレンセンサー�

Ｅ６～ＥＦ�
Ｅ０～Ｅ５�

室内ﾕﾆｯﾄ－室外ﾕﾆｯﾄ間の通信異常�
ﾘﾓｺﾝ－室内ﾕﾆｯﾄ間の通信異常�

異常履歴なし�----
該当ユニットなし�FFFF

Ｐ８� 配管温度異常�
凍結、過昇保護作動�Ｐ６�

Ｕ２～ＵＬ� 室外ユニット不具合�

Ｐ１� 吸込センサー異常�
配管センサー異常�

点検コード�

自己診断表�
不具合内容�

ドレンオーバーフロー保護作動�

室外ユニット不具合�

Ｐ５�

Ｆ１～Ｆ９�

Ｐ２�
Ｐ４� ドレンセンサー異常�

コネクタ（別売:スケジュールタイマ）�CN

名　　称�記　号�

LCD
TB6

R.B リモコン基板�

液晶表示器�
端子台（室内ユニット接続）�

リモコン�

2

S

伝送線�

TB4

B
A

ＣＮ３０�
伝送線�
3 2 1

Ｆ２�

CN

注１．記号説明�
　　　　　　（太破線）：現地配線／　　　（細破線）：別売部品�
　　　　　：コネクタ／　　：端子台�
注２．ＴＢ４のＳ端子（シールド用）は通常使用しません。�

ＣＮ４１�
　ＨＡ�

ＣＮ３２�
遠方発停�

ＣＮ２０�
　吸込�

ＦＡＮ�
ファン�

ＣＮ０３�
　電源�

ＣＮＰ�
ポンプ�

ＣＮ２Ｄ�
ＤＣ14Ｖ�

ＳＷＥ(応急運転) ＳＷ１(機種切替)

ＣＮ２１�
　配管�

ＣＮ２２�
リモコン�

ＣＮ３１�
ﾄﾞﾚﾝｾﾝｻ�

ＬＣＤ�

ＣＮ２Ｌ�
ロスナイ�

 ＣＮ９０�
ワイヤレス�

9
8
7
6
5
4
3
2
1

3
2

2
4

1

2

11 31

2

2 3

R
S

2

2
54

ON ON
OFF OFF

311

SR1

TB5

TB6

TB2

3

1

3

X6X5X4

53 7

DP

X12

12

1

1 1
1

1

ＴＨ２�ＴＨ１�

Ｉ.Ｂ�

Ｒ.Ｂ�

リモコン�

制御箱内�

ＬＥＤ１�

ＬＥＤ２�

ＬＥＤ３�

Ｐ.Ｂ�

1 2 3
 ＣＮ０１�
AC 200V

1
2
3

DC
14V

ＣＮ２Ｓ�
ＤＣ14Ｖ�
1
2

ＣＮ０２�
制御基板�

F1

ZNR MF3

Ｘ１２�

MF2

Ｘ１２�

Ｘ１２�

C2 C3

ＤＳ�

電源�
単相200V
50/60Hz

コネクタ（補助ヒータ）�CN24

伝送�CN30
F2 ヒュ－ズ（６Ａ）�

半導体リレ－（ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ）�SR1
コネクタ（ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ）�CNP

発光ダイオード（室内外通信）�LED3
発光ダイオード（リモコン給電）�LED2
発光ダイオード（マイコン電源）�LED1

SWE
SW1
X4～6
I.B

CN03
CN2D
FAN
CN20
CN21

CN31

TB2

CN22

CN32
CN41
CN90
CN2L

スイッチ（応急運転）�
スイッチ（機種切替）�
補助継電器（室内送風機）�
室内制御基板�

コネクタ（遠方表示･ﾛｽﾅｲ）�
コネクタ（ﾜｲﾔﾚｽ受光ｱﾀﾞﾌﾟﾀ）�
コネクタ（JEMA標準HA端子）�
コネクタ（遠方発停）�
コネクタ（ﾄﾞﾚﾝｾﾝｻ）�

端子台（室内電源）�

コネクタ（リモコン）�
コネクタ（配管温度）�
コネクタ（吸込温度）�
コネクタ（室内送風機）�
コネクタ（14Ｖ電源）�
コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

名　　称�

端子台（リモコン）�
端子台（伝送線）�

室内送風機用電動機�

TB5
TB4

MF2,3
記　号�

熱動温度開閉器（室内送風機内）�49F
C2,3 コンデンサ（室内送風機）�

TH1
TH2
P.B

CN01
CN02

サ－ミスタ（吸込温度）�
サ－ミスタ（配管温度）�
室内電源基板�

コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

ヒュ－ズ（６Ａ）�
ZNR バリスタ�

コネクタ（２００Ｖ電源）�

F1

X12 補助継電器（室内送風機・強風）�

室内ユニット�

コネクタ（14Ｖ電源）�CN2S
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３�

X4 X5 X6

Ｆ１�

DC
14V

１�
２�

１�１� ３�２�
２�
３�

1２�  伝送線�
ＣＮ３０�

２�
１�

２�
１�

４�
３�
２�

７�
８�
９�

４�
５�
６�

３�

１�
２�

ＬＥＤ３�

ＬＥＤ２�

ＬＥＤ１�

Ｘ６�Ｘ５�Ｘ４�

３�ＦＡＮ�
ファン�

７�５� １�３�
ＣＮ０３�
　電源� １�５�ＣＮ２Ｄ�

ＤＣ14Ｖ�

２�1

ＣＮ３２�
遠方発停�

Ｓ�

２�

Ａ�
Ｂ�

１�

ペアNO.

ＴＨ２�

ＴＨ１�
アカ�シロ�
１�

２�

３�

１�

２�

３�

５２Ｆ�

２�
１�

２�
１�

２�
１�

３�

１�
２�

Ｔ�

Ｓ�

Ｒ�

ＴＢ５�

電源�
三相200V
50/60Hz

リモコン�

室内ユニット［PEAG-J280AW-A］�

MF2

Ｉ.Ｂ�

ＴＢ２�

J42J41

４�３�２�１� ５�
ＯＮ�
ＯＦＦ�

ＯＦＦ�
ＯＮ�

ＳＷ１(機種切替)

ＳＷＥ(応急運転)

ＣＮ２０�
　吸込�

ＣＮ２１�
　配管�

ＣＮ４１�
　ＨＡ�

 ＣＮ９０�
ワイヤレス�

ＣＮ２２�
リモコン�

ＣＮ２Ｌ�
ロスナイ�

４９Ｆ�
52F
１�

ＴＢ４�

伝送線�

ＣＮ２Ｓ�
ＤＣ14Ｖ�

 ＣＮ０１�
室外ﾕﾆｯﾄ�

ＣＮ０２�
制御基板�

Ｐ.Ｂ�

ＺＮＲ�

注１．記号説明�
　　　　　　（太破線）：現地配線／　　　（細破線）：別売部品�
　　　　　：コネクタ／　　：端子台�
　２．室外側の電気配線は変更することがあります�
         ので、サ－ビスの際は室外ユニットに貼付け�
         ている配線図名板を参照してください。�

�
記　号� 名　　称�

MF2

52F

49F

TB2

TB4

TB5

TH1

TH2

P.B

CN01

CN02

CN2S

I.B

CN03

CN2D

FAN

CN20

CN21

CN22

CN32

CN41

CN90

CN2L

室内ユニット�

F1

ZNR バリスタ�

X4～6

SW1

SWE

LED1

LED2

LED3

J42

J41

リモコン基板�

端子台（室内ユニット接続）�

記　号� 名　　称�

リモコン�

液晶表示器�

コネクタ（別売:スケジュールタイマ）�

R.B

TB6

電磁接触器（室内送風機）�

熱動温度開閉器（室内送風機）�

端子台（電源）�

端子台（内外接続線）�

端子台（リモコン接続）�

サ－ミスタ（吸込温度）�

サ－ミスタ（配管温度）�

室内電源基板�

コネクタ（内外接続線）�

コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

コネクタ（14Ｖ電源）�

室内制御基板�

コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

コネクタ（14Ｖ電源）�

コネクタ（室内送風機）�

コネクタ（吸込温度）�

コネクタ（配管温度）�

コネクタ（リモコン）�

コネクタ（遠方発停）�

コネクタ（JEMA標準HA端子）�

コネクタ（ﾜｲﾔﾚｽ受光ｱﾀﾞﾌﾟﾀ）�

コネクタ（遠方表示･ﾛｽﾅｲ）�

LCD

ヒュ－ズ（６Ａ）�

補助継電器（室内送風機）�

スイッチ（機種切替）�

スイッチ（応急運転）�

発光ダイオード（マイコン電源）�

発光ダイオード（リモコン給電）�

発光ダイオード（室内外通信）�

CN

（ワイヤレスペアナンバー設定）�

（ワイヤレスペアナンバー設定）�

室内送風機用電動機�

CN

ＬＣＤ�

TB6 Ｒ.Ｂ�
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③
P
F
A
G
-J
2
8
0
P
A
W
-A

電源�
三相200V
50/60Hz

Ｒ�
Ｓ�
Ｔ�

８８Ｈ１�

Ｘ７�

ＦＳ１�

２６Ｈ１�

Ｈ１�

88H1
Ｆ３�

OFF

J41 J42

ペアNO.

5

注１．記号説明�
　　　　　　（太破線）：現地配線／　　　（細破線）：別売部品�
　　　　　：コネクタ／　　：端子台�
　２．５０Hz地区で使用する場合は、ＭＦ２のコネクタを�
         差し替えてください。�

室内ユニット［PFAG-J280PAW-A］�

Ｉ.Ｂ�

MF2

ＴＨ１� ＴＨ２�

1

1

1

1

1

2 5 73 5

X4 X5 X6

3

1

3

TB2

TB5
1 43

OFF

ON

ON

21
2

3

C5

2

1

2

2

2

2

1 1 1

2

1

4
2

2
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9

 ＣＮ９０�
ワイヤレス�

ＣＮ２Ｌ�
ロスナイ�

ＣＮ２５�
 加湿器�

ＣＮ２２�
リモコン�

ＣＮ２１�
　配管�

ＳＷ１(機種切替)

ＳＷＥ(応急運転)

ＣＮ２Ｄ�
ＤＣ14Ｖ�

Ｘ１２�

ＣＮ０３�
　電源� ＦＡＮ�

ファン�

ＣＮ２０�
　吸込�

ＣＮ３２�
遠方発停�

ＣＮ４１�
　ＨＡ�

X12

操作部�
(リモコン)

ＬＥＤ３�

ＬＥＤ２�

ＬＥＤ１�

X6X5X4

F1
ＣＮ２Ｓ�
ＤＣ14Ｖ�

3
2
1

 ＣＮ０１�
室外ﾕﾆｯﾄ� 321

Ｐ.Ｂ�

21H

X8

R
S
T

電源�
三相200V
50/60Hz

64
ZNR

ＣＮ０２�
制御基板�

2
1 DC
14V

２６Ｈ２�

Ｈ２�

ＦＳ２�

Ｔ�Ｔ�88H2

３３Ｗ�８８Ｈ２�

２３ＨＳ�

Ｘ
８
�

注５�

Ｌ�

Ｆ４�
TB

1
2
3

4
5
6

伝送線�

TB4

 伝送線�
ＣＮ３０�

12

A
B
S

R
S

3

電源�
単相200V
50/60Hz

６０Ｈｚ(アオ) ５０Ｈｚ(チャ)

加湿器�
コントロールボックス�

TB2 端子台（電源）�

CN2S コネクタ（14Ｖ電源）�

補助継電器（室内送風機・強風）�X12

F1

コネクタ（内外接続線）�
バリスタ�ZNR
ヒュ－ズ（６Ａ）�

コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

室内電源基板�
サ－ミスタ（配管温度）�
サ－ミスタ（吸込温度）�

CN01

P.B
TH2
TH1

コンデンサ（室内送風機）�C
49F 熱動温度開閉器（室内送風機内）�

記号�
MF2

TB4
TB5

室内送風機用電動機�

端子台（伝送線）�
端子台（リモコン接続）�

名　　称�

室内制御基板�
補助継電器（室内送風機）�
スイッチ（機種切替）�
スイッチ（応急運転）�

I.B
X4～6
SW1
SWE

電熱器�
電磁接触器�
補助継電器�
温度開閉器（過熱防止）�
温度ヒュ－ズ�

電熱器�
電磁接触器�
補助継電器�
温度開閉器（過熱防止）�
温度ヒュ－ズ�
給水電磁弁�
湿度調節器（現地手配）�

H1

X7

FS1

H2
88H2
X8
26H2
FS2
21H
23HS

補�

助�

ヒ�

　�

タ�

加�

湿�

器�

F3 ヒュ－ズ（５Ａ）�

33W フロートスイッチ�
T タイマ�

TB 端子台�

TB2 端子台（ヒータ電源）�

F4 ヒュ－ズ（５Ａ）�
L 断水表示灯�

記号� 名　　称�

J42 （ワイヤレスペアナンバー設定）�
J41 （ワイヤレスペアナンバー設定）�

コネクタ（P.B-I.B連絡線）�
コネクタ（14Ｖ電源）�
コネクタ（室内送風機）�
コネクタ（吸込温度）�
コネクタ（配管温度）�
コネクタ（リモコン）�
コネクタ（補助ヒ－タ）�
コネクタ（加湿器）�
コネクタ（遠方発停）�
コネクタ（JEMA標準HA端子）�

コネクタ（遠方表示･ﾛｽﾅｲ）�CN2L
CN90
CN41
CN32

CN22
CN24
CN25

CN21
CN20
FAN
CN2D
CN03

端子台（室内ユニット接続）�
液晶表示器�

リモコン基板�
コネクタ（室内ユニット）�

TB6
LCD

CN1
R.B

LED1
LED2
LED3 発光ダイオード（室内外通信）�

CN2

発光ダイオード（リモコン給電）�
発光ダイオード（マイコン電源）�

コネクタ（ﾜｲﾔﾚｽ受光ｱﾀﾞﾌﾟﾀ）�

コネクタ（別売:スケジュールタイマ）�

別売部品�室内ユニット・操作部（リモコン）�

88H1

26H1

CN02

Ｒ.Ｂ�
1

1
CN1

TB6
2

2

ＬＣＤ�

CN2
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④
P
L
A
G
-J
2
8
0
A
W
-A

別売ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶに付属�

※Ｂ�

別売加湿器に付属�

ＦＳ１�

Ｆ４�

Ｆ５�

Ｆ６�

12

ＣＮ２５�
加湿器�

1

X7

2
ＣＮ２４�
補助ﾋ-ﾀ�

電源�
三相200V
50/60Hz

Ｘ７�

２６Ｈ１�

88H1

Ｈ１�ＦＳ２�

ＦＳ３�ＦＳ４�

８８Ｈ１�
R
S
T

X4 X5 X6

ヒュ－ズ（１５Ａ）�F3
ヒュ－ズ（５Ａ）�F5

ヒュ－ズ（5Ａ）�F4

Ｆ３�

補助継電器（室内送風機・弱風）�52F2

コネクタ（加湿器）�CN25
コネクタ（補助ヒータ）�CN24

33P3 ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ(DP強制運転)
F5 ヒュ－ズ（5Ａ）�

XW
SV

補助継電器�
電磁弁�

加湿器�

　　３．図中※Ａ部はドレンポンプ試運転時のコネクタです。�

　　４．図中※Ｂ部は加湿器用電磁弁強制運転用コネクタです。�

　　　　尚、試運転終了後※Ａ、※Ｂ部のコネクタは必ず取り外してください。�

制御箱内�

ＭＦ�

５２Ｆ２�

T

４９Ｆ�

52F2

記　号� 名　　称�

補助�
ヒータ�

FS1～4
26H1
X7
88H1
H1

温度ヒュ－ズ�
温度開閉器（過熱防止）�
補助継電器�
電磁接触器�
電熱器�

別売部品�

F6 ヒュ－ズ（5Ａ）�
DP
DS

ドレンポンプ�
ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ�
  ﾒｶ�

ドレンセンサ�

Ｅ６～ＥＦ�
Ｅ０～Ｅ５�

室内ﾕﾆｯﾄ－室外ﾕﾆｯﾄ間の通信異常�
ﾘﾓｺﾝ－室内ﾕﾆｯﾄ間の通信異常�

異常履歴なし�----
該当ユニットなし�FFFF

Ｐ８� 配管温度異常�
凍結、過昇保護作動�Ｐ６�

Ｕ２～ＵＬ�室外ユニット不具合�

Ｐ１� 吸込センサー異常�
配管センサー異常�

点検コード�

自己診断表�
不具合内容�

ドレンオーバーフロー保護作動�

室外ユニット不具合�

Ｐ５�

Ｆ１～Ｆ９�

Ｐ２�
Ｐ４� ドレンセンサー異常�

コネクタ（別売:スケジュールタイマ）�CN

名　　称�記　号�

LCD
TB6

R.B リモコン基板�

液晶表示器�
端子台（室内ユニット接続）�

リモコン�

2

S

伝送�CN30
F2 ヒュ－ズ（６Ａ）�

伝送線�

TB4

B
A

ＣＮ３０�
伝送線�
3 2 1

Ｆ２�

注１．記号説明�
　　　　（太破線）：現地配線／　　　（細破線）：別売部品／　　：コネクタ／　　：端子台�

注２．ＴＢ４のＳ端子（シールド用）は通常使用しません。�

ＣＮ４１�
　ＨＡ�

ＣＮ３２�
遠方発停�

ＣＮ２０�
　吸込�

ＦＡＮ�
ファン�

ＣＮ０３�
　電源�

ＣＮＰ�
ポンプ�

ＣＮ２Ｄ�
ＤＣ14Ｖ�

ＳＷＥ�
（応急運転）�

ＳＷ１�
（機種切替）�

ＣＮ２１�
　配管�

ＣＮ２２�
リモコン�

ＣＮ３１�
ﾄﾞﾚﾝｾﾝｻ�

ＣＮ２Ｌ�
ロスナイ�

 ＣＮ９０�
ワイヤレス�

9
8
7
6
5
4
3
2
1

3
2

2
4

1

2

11 31

2

2

3

R
S

2

2
54

ON ON
OFF OFF

311

SR1

TB4

TB2

3

1

3

X6X5X4

53 7

DP 52F1

12

1

1

1

1

1

ＴＨ２�ＴＨ１�

Ｉ.Ｂ�

リモコン�

ＬＥＤ１�

ＬＥＤ２�

ＬＥＤ３�

Ｐ.Ｂ�

1 2 3
ＣＮ０１�
AC200V 1

2
3

DC
14V

ＣＮ２Ｓ�
ＤＣ14Ｖ�
1
2

ＣＮ０２�
制御基板�

F1

ZNR

５２Ｆ１�

ＤＳ�

電源�
三相200V
50/60Hz 半導体リレ－（ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ）�SR1

コネクタ（ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ）�CNP

発光ダイオード（室内外通信）�LED3
発光ダイオード（リモコン給電）�LED2
発光ダイオード（マイコン電源）�LED1

SWE
SW1
X4～6
I.B

CN03
CN2D
FAN
CN20
CN21

CN31

TB2

CN22

CN32
CN41
CN90
CN2L

スイッチ（応急運転）�
スイッチ（機種切替）�
補助継電器（室内送風機）�
室内制御基板�

コネクタ（遠方表示･ﾛｽﾅｲ）�
コネクタ（ﾜｲﾔﾚｽ受光ｱﾀﾞﾌﾟﾀ）�
コネクタ（JEMA標準HA端子）�
コネクタ（遠方発停）�
コネクタ（ﾄﾞﾚﾝｾﾝｻ）�

端子台（室内電源）�

コネクタ（リモコン）�
コネクタ（配管温度）�
コネクタ（吸込温度）�
コネクタ（室内送風機）�
コネクタ（14Ｖ電源）�
コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

名　　称�

端子台（伝送線・リモコン）�

室内送風機用電動機�

TB4

MF2,3
記　号�

熱動温度開閉器（室内送風機内）�49F
C2,3 コンデンサ（室内送風機）�

TH1
TH2
P.B

CN01
CN02

サ－ミスタ（吸込温度）�
サ－ミスタ（配管温度）�
室内電源基板�

コネクタ（P.B-I.B連絡線）�

ヒュ－ズ（６Ａ）�
ZNR バリスタ�

コネクタ（２００Ｖ電源）�

F1

52F1 補助継電器（室内送風機・強風）�

室内ユニット�

コネクタ（14Ｖ電源）�CN2S

※Ａ�

１�１�

２�２�

ＳＶ�

１�１�

２�２�

３３Ｐ３�

ＣＮＴ�

ＣＮＩ�

ＣＮＯ�

ＣＮＸ�

ＸＷ�

加湿制御�
　基板�

ＸＷ�

CN

ＬＣＤ�

TB6 Ｒ.Ｂ�

（挿入状態で電源を入れると連続運転となります。）�

（挿入状態で電源を入れると連続運転となります。）�
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ⅤⅠ. 製品データ

1.冷房・暖房能力特性

(1)能力・入力補正

①冷房

【 冷房定格性能値 ＜50Hz/60Hz＞ 】�

PCHG-J280AW(U)-A�

PEHG-J280AW(U)-A�

PFGH-J280PAW(U)-A�

PLHG-J280AW(U)-A

25.0/28.0�

25.0/28.0�

25.0/28.0�

25.0/28.0

10.24/12.44�

10.74/13.18�

10.32/12.52�

10.87/13.01

0.78/0.74�

0.82/0.77�

0.79/0.75�

0.76/0.72

PCHGX-J560AW(U)-A�

PEHGX-J560AW(U)-A�

PFGHX-J560PAW(U)-A�

PLHGX-J560AW(U)-A

50.0/56.0�

50.0/56.0�

50.0/56.0�

50.0/56.0

20.52/24.68�

20.96/24.98�

20.08/24.18�

21.32/25.78

0.78/0.74�

0.82/0.77�

0.79/0.75�

0.76/0.72

項目�
形名�

冷房能力�
<kW>

入　力�
<kW> SHF

図１．冷房線図

1.4

1.2

1.2

1.0

0.8

22
20
18
16

22
20
18
16

1.0

0.8

0.6

0 10 20 30 40 43-5
0.4

【冷房能力線図】�

能�
力�
比�

入�
力�
比�

室外吸込空気乾球温度＜℃＞�

室内吸込空気湿球温度＜℃＞�

室内
吸込
空気
湿球
温度
＜℃
＞�

50Hz 60Hz
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②暖房

PCHG-J280AW(U)-A�

PEHG-J280AW(U)-A�

PFGH-J280PAW(U)-A�

PLHG-J280AW(U)-A

28.0/31.5�

28.0/31.5�

28.0/31.5�

28.0/31.5

9.14/10.75�

9.24/11.34�

9.23/10.86�

9.56/11.94

5.0（別売）�

―�

5.0（別売）�

3.8（別売）�

PCHGX-J560AW(U)-A�

PEHGX-J560AW(U)-A�

PFGHX-J560PAW(U)-A�

PLHGX-J560AW(U)-A

56.0/63.0�

56.0/63.0�

56.0/63.0�

56.0/63.0

19.14/23.34�

19.58/23.64�

18.70/22.84�

19.94/24.44

5.0×2（別売）�

―�

5.0×2（別売）�

3.8×2（別売）�

項目�
形名�

暖房能力�
<kW>

入　力�
<kW>

電熱器入力�
<kW>

【 暖房定格性能値 ＜50Hz/60Hz＞ 】�

図２．暖房線図

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

25
20
15

25
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【暖房能力線図】�
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着霜補正を含む場合�
着霜補正を含まない場合�

室内
吸込
空気
乾球
温度
＜℃
＞�

室内
吸込
空気
乾球
温度
＜℃
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(2)冷媒配管長による能力減少

(3)暖房能力補正係数

能
力
比
�

0.9

0.95

1

0 20 40 60 80 100 120

配管相当長[m]

(4)霜取補正

室外吸込空気温度�
　　　＜湿球温度℃＞�

霜取補正係数�

6 4 2 0 -2 -4 -6 -8 -10

1.0 0.98 0.855

1

0.85 0.845 0.89 0.90 0.95 0.95 0.95

霜取補正係数�

6 4 2 1 0 -2 -4 -6 -8

1.0 0.98 0.89 0.879 0.89 0.90 0.92 0.95 0.95

-10

0.95

室外吸込空気温度�
　　　＜湿球温度℃＞�

①PUHG-J280(U)AW-A形

②PUHG-J560(U)AW-A形

3ページの図をご覧ください。
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電気ヒータ�

形名�項目� PCAG-J280AW-A PEAG-J280AW-A PFAG-J280PAW-A PLAG-J280AW-A

透湿膜�

ペーパーパン�

ロングライフフィルタ�

高性能フィルタ�

高性能フィルタ用交換フィルタ�

中性能フィルタ�

背面化粧パネル�

加�
湿�
器�

制�
御�
シ�
ス�
テ�
ム�
関�
連�

ダ�
ク�
ト�
部�
材�

冷媒�

配管穴カバー�

前吹出グリル�

ドレンアップメカ�

高静圧ファンモータ�

延長配管�

配管接続�

MAリモコン＜ワイヤード＞�

天吊ワイヤレスリモコン＜操作部＋受光部＞�

天吊ワイヤレスリモコン受光部�

ワイヤレスリモコン操作部�

ワイヤレスリモコン＜操作部＋受光部＞�

A制御運転表示キット�

A制御遠方表示キット�

スケジュールタイマー�

遠方発停用アダプタ�

ロスナイ連動ケーブル�

温度センサー�

下吸込用ボックス�

吸込ボックス�

フレキシブルダクト＜吸込口側＞�

吸込消音チャンバー＜キャンバスダクト付＞�

吹出消音チャンバー＜キャンバスダクト付＞�

フレキシブルダクト＜吹出口側＞�

吹出口ユニット�

○：PAC-KB48EH

○：PAC-KB17LAF

○：PAC-KB43DM

○：現地手配�

○：PAR-20MA

○：PAR-SW92A

○：PAC-SF40RM

○：PAC-SE56RM

○：PAC-SC31ST

○：PAC-SE55RA

○：PAC-SE81VS

○：PAC-SE40TS

○：PAC-KB77TB

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

○：現地手配�

○：PAR-20MA

○：PAR-SW92A

○：PAC-SF40RM

○：PAC-SE56RM

○：PAC-SC31ST

○：PAC-SE55RA

○：PAC-SE81VS

○：PAC-SE40TS

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

○：PAC-KB47EH ○：PAC-CH15EH

○：PAC-CH19TF

○：PAC-CH17DM

○：PAC-KB49VP

○：現地手配�

○：PAR-20MA

○：現地手配�

○：PAR-20MA

○：PAR-SW92A

○：PAC-SF40RM

○：PAC-SE56RM

○：PAC-SC31ST

○：PAC-SE55RA

○：PAC-SE81VS

○：PAC-SE40TS

○：PAR-SW92A

○：PAC-SF40RM

○：PAC-SE56RM

○：PAC-SC31ST

○：PAC-SE55RA

○：PAC-SE81VS

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

注1．A制御運転表示キットは、本機種にも使用可能です。また、ワイヤレスリモコンとの併用はできません。�
　2．A制御遠方表示キットは、本機種にも使用可能です。�
　3．スケジュールタイマーはスリムA制御リモコンとの併用可能です。また、ワイヤレスリモコンとの併用はできません。

注1

注2

注3

形名�項目� PUHG-J280(U)AW-A PUHG-J560(U)AW-A

PAC-KA59PG

PAC-KB74TD

PAC-KB84SD

PAC-KA97DP

PAC-622CA × 2個�

PAC-623CA × 2個�

PAC-KA59PG

PAC-KB72TD

PAC-KB82SD

PAC-KB92DPT

PAC-622CA

PAC-623CA

圧力計�

防　雪�
ダクト�

吹出側�

吸込側�

集中排水ドレンパン�

進相コンデンサ（50Hz）�

進相コンデンサ（60Hz）�

2.取付可能部品表

（1）室内ユニット ＜○：取付可能な部品形名、×：取付不可＞

（2）室外ユニット
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3.騒音データ
(1)室外ユニット

①PUHG-J280(U)AW-A

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

NC-70

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

オクターブバンド中心周波数　Ｈｚ�

オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
　
ｄ
Ｂ
（
０
ｄ
Ｂ
＝
２
０
μ
Ｐ
ａ
）
�

持続騒音に対する�
近似的最少可聴限界�

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 2000Hz1000Hz 4000Hz 8000Hz A特性計算�

61 59 57 55 51 49 45 43 57

測定点�

1m

1m

測定場所：無響音室�
計　　器：B&K

冷房／暖房�

冷房／暖房�
�
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②PUHG-J560(U)AW-A

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

NC-70

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

オクターブバンド中心周波数　Ｈｚ�

オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
　
ｄ
Ｂ
（
０
ｄ
Ｂ
＝
２
０
μ
Ｐ
ａ
）
�

持続騒音に対する�
近似的最少可聴限界�

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 2000Hz1000Hz 4000Hz 8000Hz A特性計算�

69 67 59 57.5 54 51 45.5 43 60

67 64.5 58 55 52 49 43 39 58

測定点�

1m

1m

測定場所：無響音室�
計　　器：B&K

冷房／暖房� ナイトモード�

冷房／暖房�
ナイトモード�

�
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1.
5m

補助ダクト� 2m1m

測定点�

NC60

NC50

NC40

NC20

70

60

50

40

30

20

63 125 250 500 1000 2000 4000 8000
10

音
圧
レ
ベ
ル
< 
dB
> 
 基
礎
音
圧
　
20
μ
Pa

周波数<Hz>

強� 弱�

NC30

NC60

NC50

NC40

70

60

50

40

30

20
63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

音
圧
レ
ベ
ル
< 
dB
> 
 基
礎
音
圧
　
20
μ
Pa

周波数<Hz>

NC30

形　名 騒音値(dB[A特性])

PCAG-J280AW-A 55-52

形　名 騒音値(dB[A特性])

PEAG-J280PAW-A 53

天井面�

室内ユニット�

測定点�

1
m

1m

（2）室内ユニット

①PCAG-J280AW-A

【測定条件】
●無響音室：暗騒音25dB（Ａ）以下

【測定条件】
●無響音室：暗騒音25dB（Ａ）以下
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強� 弱�

NC60

NC50

NC40

70

60

50

40

30

20
63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

音
圧
レ
ベ
ル
< 
dB
> 
 基
礎
音
圧
　
20
μ
Pa

周波数<Hz>

NC30

形　名 騒音値(dB[A特性])

PFAG-J280PAW-A 56-49

1.
0m正面�

1.0m

測定点�

【測定条件】
●無響音室：暗騒音25dB（Ａ）以下

③PFAG-J280PAW-A

NC60

NC50

NC40

NC20

70

60

50

40

30

20

63 125 250 500 1000 2000 4000 8000
10

音
圧
レ
ベ
ル
< 
dB
> 
 基
礎
音
圧
　
2
0
μ
P
a

周波数<Hz>

強� 弱�

NC30

形　名 騒音値(dB[A特性])

PLAG-J280AW-A 62-57

1.
5ｍ
�

測定点�

【測定条件】
●無響音室：暗騒音

④PLAG-J280AW-A
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4.耐震強度計算書

990 840

14
90

51
0

�

330

880

85

560 215

(1)室外ユニット・熱源ユニット用（フォームA）

①PUHG-J280AW-A

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg240

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 588.0

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa235.0

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa235.06.04

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 6.04

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 7.5

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
Fh・�Hg－�(W・9.8－�Fv)・�Lg 

L・�Nt 471

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N2352.0

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N1176.0

N＝�①総本数� 本�4

＝M 形�②サイズ� 10

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m510 0.510

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m880 0.880

mm ＝� m0.120

mm ＝� m0.070

0.330（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離� Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m330

①アンカーボルトの施工法� 箱抜き式Ｊ形アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 120＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N3136 981.8

③ボルトの埋込長さ� 70＝�
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②PUHG-J280UAW-A

990 840

14
90

51
0

�

350

880

75

560 215

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg245

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 600.3

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa234.6

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa234.65.86

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 5.86

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 7.7

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
Fh・�Hg－�(W・9.8－�Fv)・�Lg 

L・�Nt 457

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N2401.1

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N1200.5

N＝�①総本数� 本�4

＝M ー� 形�②サイズ� 10 J

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m510 0.510

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m880 0.880

mm ＝� m0.120

mm ＝� m0.070

（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�

①アンカーボルトの施工法� 箱抜き式アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 120＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N3136 1013

③ボルトの埋込長さ� 70＝�

0.350Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m350
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③PUHG-J560AW-A

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg480

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 784.0

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa230.8

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa230.87.4

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 7.4

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 10.1

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
Fh・�Hg－�(W・9.8－�Fv)・�Lg 

L・�Nt 579.1

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N4704.4

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N2352.0

N＝�①総本数� 本�6

＝M ー� 形�②サイズ� 10 J

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�3

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m500 0.500

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m880 0.880

mm ＝� m0.180

mm ＝� m0.130

（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�

①アンカーボルトの施工法� 箱抜き式アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 180＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 579

③ボルトの埋込長さ� 130＝�

0.350Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m350

14
90

50
0

880

840

350435

780 215780

1990
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④PUHG-J560UAW-A

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg500

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 816.7

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa230.2

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa230.27.7

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 7.7

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 10.5

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
Fh・�Hg－�(W･9.8－�Fv)・�Lg 

L・�Nt 603.2

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N4900.0

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N2450.0

N＝�①総本数� 本�6

＝M ー� 形�②サイズ� 10 J

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�3

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m500 0.500

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m880 0.880

mm ＝� m0.180

mm ＝� m0.130

（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�

①アンカーボルトの施工法� 箱抜き式アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 180＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 603

③ボルトの埋込長さ� 130＝�

0.350Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m350

14
90

50
0

880

840

350435

780 215780

1990
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（2）室内ユニット

①PCAG-J280AW-A

1.　仕　　様�

（2）アンカーボルト�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg90

N＝�①総本数� 本�4

＝M 形�②サイズ� 10

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m170 0.170

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m450 0.450

0.200（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m200

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 220.5

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa242.4

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa242.46.85

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 6.85

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 2.83

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
��� �Fh･Hg＋(W･9.8＋Fv)･(L－Lg) ����

L・�Nt 534.1

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N882

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N441

mm ＝� m0.150

mm ＝� m0.110

①アンカーボルトの施工法� 埋込み式Ｌ形アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 150＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 534.1

③ボルトの埋込長さ� 110＝�

1037 200

17
0

1994 450
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②PEAG-J280AW-A

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg80

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 196

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa242.9

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa242.917.1

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 17.1

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 2.51

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
��� �Fh･Hg＋(W･9.8＋Fv)･(L－Lg) ����

L・�Nt 1336.7

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N784

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N392

N＝�①総本数� 本�4

＝M 形�②サイズ� 10

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m502 0.502

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m200 0.200

80 0.08

mm ＝� m0.150

mm ＝� m0.110

（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m

①アンカーボルトの施工法� 埋込み式Ｌ形アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 150＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 1336.7

③ボルトの埋込長さ� 110＝�

75
0

50
2

74080

200
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③PFAG-J280PAW-A

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg127

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 311.2

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa237.0

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa237.056.0

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 56.0

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 6.2

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
��� �Fh･Hg－(W･9.8－Fv)･Lg ����

L・�Nt 2800.4

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N1244.6

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N622.3

N＝�①総本数� 本�4

＝M 形�②サイズ� 8

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m250 50×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m950 0.950

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m200 0.200

mm ＝� m0.180

mm ＝� m0.140

0.100（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m100

①アンカーボルトの施工法� 箱抜き式Ｊ形アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 180＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 2800.4

③ボルトの埋込長さ� 140＝�

95
0

100

200
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④PLAG-J280AW-A その1(吊りボルトピッチ1276mmの場合)

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg152

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 352.4

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa239.7

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa239.714.96

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 14.96

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 4.51

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
��� �Fh･Hg＋(W･9.8＋Fv)･(LーLg) ����

L・�Nt 1167.0

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N1409.6

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N744.8

N＝�①総本数� 本�4

＝M 形�②サイズ� 10

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m1000 1.0

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m1276 1.276

mm ＝� m0.150

mm ＝� m0.110

0.574（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m574

①アンカーボルトの施工法� 埋込式Ｌ形アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 150＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 1167.0

③ボルトの埋込長さ� 110＝�

574

1276

10
00

32
0
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⑤PLAG-J280AW-A その2(吊りボルトピッチ1004mmの場合)

1.　仕　　様�

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出）�

（2）アンカーボルト�

（7）アンカーボルトに生じる応力度�

、�以上の検討計算書より�アンカーボルトは十分な強度を有しています�

（1）機器質量（運転質量）� W＝� kg152

（6）アンカーボルトのせん断力� NQ＝��Fh ＝�
N 352.4

③引張りとせん断を同時に受ける場合� fts ＝�1.4ft－�1.6τ�＝� MPa239.7

（8）アンカーボルトの施工法�

σ�＝� MPa＜�fts＝� MPa239.717.07

①引張り応力度� MPa＜�ft ＝�176.4   MPaσ�＝�
Rb
＝�A 17.07

②せん断応力度� MPa＜�fs ＝�132.3  MPaτ�＝�
Q
＝�A 4.51

（5）アンカーボルトの引抜力� N＝�Rb＝��
��� �Fh･Hg＋(W･9.8＋Fv)･(L－Lg) ����

L・�Nt 1331.8

（1）設計用水平震度� Kh＝� 1.0  

（2）設計用鉛直震度� Kv＝Kh/2＝� 0.5

（3）設計用水平地震力� Fh＝Kh・W・9.8＝� N1409.6

（4）設計用鉛直地震力� Fv＝Kv・W・9.8＝� N744.8

N＝�①総本数� 本�4

＝M 形�②サイズ� 10

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積）� A＝� mm2＝�� m278 78×10-6

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数� Nt＝� 本�2

（3）据付面より機器重心までの高さ� Hg＝� mm ＝� m1000 1.0

（4）検討する方向から見たボルトスパン� L＝� mm ＝� m1004 1.004

mm ＝� m0.150

mm ＝� m0.110

0.438（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離�Lg＝� mm ＝�

（Lg≦L/2）�

m438

①アンカーボルトの施工法� 埋込式Ｌ形アンカー�＝�

②コンクリート厚さ� 150＝�

④許容引抜荷重　　　� Ta＝� N＞�R b＝� N5488 1331.8

③ボルトの埋込長さ� 110＝�

10
00

32
0

438

1004
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5.振動レベル値
①PUHG-J280(U)AW-A

1．測定条件　
(1)測定周波数帯：1Hz～80Hz
(2)測 定 位 置 ：ユニット脚部より20cmの距離の路面
(3)据 付 状 態 ：コンクリート床面直置

(4)電 　 　 源 ：三相200V 50Hz/60Hz
(5)運 転 条 件 ：JIS条件（冷房・暖房）
(6)測 定 機 器 ：公害用振動レベル計　VM－1220C （JIS適合品）

2．振動レベル値　

振動レベル値　44/45dB [A特性]

注.上記値は、暗振動補正を行ったものである。

����������{{{{{|||||
�
�
y
{
�
�
y
{

コンクリート面� 測定位置�

10cm
20cm

②PUHG-J560(U)AW-A

1．測定条件　
(1)測定周波数帯：1Hz～80Hz
(2)測 定 位 置 ：ユニット脚部より20cmの距離の路面
(3)据 付 状 態 ：コンクリート床面直置

(4)電 　 　 源 ：三相200V 50Hz/60Hz
(5)運 転 条 件 ：JIS条件（冷房・暖房）
(6)測 定 機 器 ：公害用振動レベル計　VM－1220C （JIS適合品）

2．振動レベル値　

振動レベル値　49dB [A特性]

注.上記値は、暗振動補正を行ったものである。

����������������������yyyyyyzzzzz{{{{{{|||||�{�|�{�|
コンクリート面�測定位置�

10cm
20cm



製品の運搬には、十分注意してください。

･20kg以上の製品の運搬は、１人でしないでください。
･製品によってはPPバンドによる梱包を行っていますが、危険ですので運搬の手段には使用しないで
ください。
･熱交換器のフィン表面で切傷する場合がありますので、素手で触れないように注意してください。
･包装用のポリブクロで子どもが遊ばないように、破いてから廃棄してください。窒息事故などの原
因となります。
･室外ユニットの搬入を行う場合は、ユニットベースの指定位置に吊下げてください。また、適宜、
室外ユニットが横ずれしないよう固定し、確実に４点支持で実施してください。３点支持以下で運
搬･吊下げしますと不安定となり、落下の原因となります。
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ⅤⅢ 据付工事

１.室外ユニットの据付
（1）製品の吊下げ方法

¡製品を吊下げて搬入する場合はロープをユニットの下に通し、前後各２ヶ所の吊り部を使用してく
ださい。

¡ロープは必ず４ヶ所吊りとし、ユニットに衝撃を与えないようにしてください。
¡ロープ掛けの角度は下図のように40û以下にしてください。
¡ロープは7m以上のものを２本使用してください。

注意

MITSUBISHI

４０°以下�

危険�

MITSUBISHI

ロープ吊り部�

MITSUBISHI MITSUBISHI

４０°以下�

ロープ吊り部�

危険�

①PUHG-J280(U)AW-A

②PUHG-J560(U)AW-A
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（2）据付け

（3）アンカーボルト位置

①PUHG-J280(U)AW-A

¡ユニットが地震や突風などで倒れないように、下図のようにボルトで強固に固定してください。
¡ユニットの基礎は、コンクリートまたはアングル等の強固な基礎としてください。
¡据付条件によっては、振動が据付部から伝搬し、床や壁面から、騒音や振動が発生する場合があ
りますので、充分な防震工事(防震パッド、防震架台など)を行ってください。

８８０±５�

���
M１０アンカー�
ボルト�
現地手配�

コーナー部は確実に受ける�
よう注意してください。コ�
ーナー部が十分に受けられ�
ていないと取付足が曲がる�
恐れがあります。�

���コーナー部�
を受けてく�
ださい。�

コンクリート基礎�
配管・配線スペース�
（下配管・下配線時）�

ユニット�

基礎との間は、防振パッドや防振架台など�
により十分な防振を行ってください。�

据付けは、重量に十分耐える所に確実に行ってください。
強度が不足している場合には、ユニット落下によりけがの原因になります。

警告

台風等の強風、地震に備え、所定の据付工事を行ってください。
据付工事に不備があると、転倒等による事故の原因になることがあります。

警告

基礎施工に際しましては床面強度、ドレン水処理<運転時にはドレン水が機外に流出します>、配管、
配線の経路に十分留意してください。

10

（サ－ビス面）�

440

8
8
0±
5

8
8
0±
5

�

10

440560±2560±2 560±2 560±2

集中設置時、ユニット間には10mmのすきまを設けてください。�

A
B(荷造用ボルトピッチ)

88
0

ユニット�

取付足�

※� ※� ※�※�

¡単独設置 ¡集中設置例



(4)下配管･下配線時の注意

②PUHG-J560(U)AW-A

①PUHG-J280(U)AW-A

下配管または下配線を行う場合は、ベースの貫通穴を塞がないように基礎や架台の施工には注意してく
ださい。また、下配管する時にはユニットの底下に配管が通るように100mm(SET Yシリーズの場合は
150mm)以上の高さの基礎を設けてください。

下図のような基礎や架台の施工の場合には、

貫通穴が塞がれるため、下配管および下配線

ができなくなります。
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②PUHG-J560(U)AW-A

10

440

8
8
0
±
5

8
8
0±
5

（サ－ビス面）�

780±2780±2

780±2780±2 780±2780±2

10

440 780±2780±2

集中設置時、ユニット間には10mmのすきまを設けてください。

¡単独設置

¡集中設置例

�
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φ４０�

φ２７�

５５�２６�

８０
�

５７
�

３８
�

２９�

５６０（ボルト穴）�

９９０（ユニット幅）�

７６０（旧機種用ボルト穴）�下配管�
貫通穴�

下配線貫通穴�

１６０� ５５６�

１５�

１０
５
�
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�� ８４
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ユ
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穴
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�

９１
０
�

���
�
��

基礎�

�� ����
��

基礎�ユニット�
ベース�

15

1760（荷造用取付穴）�
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(5)冷媒配管取出し方向

室外ユニットの冷媒配管取出し方向は、下図のように下配管、前配管、左配管の３通りが可能です。
後配管を行う場合は、別売の「後配管キット」を使用してください。
但し、集中設置、連続設置時等、ユニット左側に他のユニットが連結された場合、そのユニットの
左配管はできません。

注：下配管する場合は、本体の底下に
配管が通るように高さ100mm以上
の基礎を設けてください。

前配管�

下配管�

左配管�
�

ノックアウト穴�

注．PUHG-J560(U)AW-A形は、下配管、前配管の２通りになります。
(左配管、後配管はできません。)

①PUHG-J280(U)AW-A

2.雪･季節風に対する注意

（1）寒冷地域･積雪地域での暴風･防雪対策

寒冷地域や積雪の予想される地域で、冬季にユニットを正常に運転するためには、十分な防風、防雪対
策が必要です。その他の地域でも、季節風や降雪の影響による異常運転を防止するために、ユニットの
設置に際して十分な配慮をお願いいたします。また、外気10℃以下で冷房運転を実施する場合、ユニッ
トに直接風・雨・雪が当る時は、ユニットの安定した運転を得るために、ユニットに吹出ダクト、吸込
ダクトを取付けるようにしてください。

下図に防雪フード組込図を示しますので参考にしてください。

防雪フード組込図

①PUHG-J280(U)AW-A

H

５００�（８４０）�５００�
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(注)ユニット設置時季節風が吹出口、吸込口の正面から当たらないように配慮してください。

(2) 季節風対策
下記例を参考にして据付場所の実情に応じた適当な措置を施してください。

季節風�季節風�

（注）
(1)防雪架台の高さ＜Ｈ＞は、予想される積雪量の２倍程度としてください。また、架台はアングル鋼
材等で組立て、風雪の素通りする構造とし、架台の幅はユニットの寸法より大きくならないよう決
定してください。〈大きくするとその上に積雪します。〉

(2)本図を参考として現地にて架台の製作、施工を実施してください。
材質：亜鉛メッキ鋼板 1.2Ｔ
塗装：ポリエステル粉体全面塗装
色　：マンセル　5Y8/1(本体同色)

(3)寒冷地域での使用で、外気が氷点下以下の暖房運転を連続的に長期間使用する場合には、ユニット

（3）雪に対する注意

積雪の予想される地域では、十分な防雪対策（雪よけ屋根等の設置）が必要です。ユニットの設置に際し
ては十分な配慮をお願いします。（槽の積雪について考慮した構造にしていますが、環境条件（雪質等）
及び設置状況により、ユニットへの負担は変わります。従って、ユニットの故障防止及び安全のため積雪
が0.5mを越える場合は早めに雪おろししてください。また、屋根から雪が落ちる場所への設置は避けて
ください。

②PUHG-J560(U)AW-A

吸込ダクト

オプション部品

吹出ダクト

形　　名

PAC-KB74TD

PAC-KB84SD
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雪
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ー
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3.室内ユニットの据付

天井材の有無により下記の通り吊り金具の固定方法が変わりますので事前に確認してください。

天井材がある場合 ユニット宙吊（天井材無し）の場合

※本室内ユニットの据付け及びダクト工事に際しては、建築基準法及び消防法に基づく地方自治体
の火災予防条例が適用されます。施工前に必ず、所轄官庁にご確認ください。
¡据付け場所まで梱包のままで搬入してください。
¡据付けは、天井張り工事前に実施してください。

����
吊ボルト(現地手配)

ユニット� 天井面�

吊金具�

ワッシャー(現地手配)
ダブルナット(現地手配)

� ��
吊ボルト(現地手配)

ユニット�

吊金具�

ワッシャー(現地手配)

ワッシャー(現地手配)

ダブルナット(現地手配)

ナット (現地手配)

(1) PCAG-J280AW-A形

制御箱�

付属のゴム板�

ナット（２個）�
ワッシャ（１個）�

50mm

 以下�

　
�

【据付作業手順】
1. 吊りボルトピッチに合わせ、ボルトを4本設置する。
※制御箱側の吊りボルトの長さは、室内ユニット上面より50mm以下の長さに調整してください。

2. 天井材が無い場合はナットとワッシャ(共に現地手配)を吊りボルトにセットする。
3. ユニットを吊りボルトにセットする。
4. ユニットが水平になるようにナットを締め付ける。
※必ず水平になるように水準器等で確認してください。

注意
梱包材の処理は確実に行う。
¡梱包材にはクギ等の金属あるいは木片等を使用していますので、放置しますとさし傷等の原因になることがあります。
¡梱包用のポリ袋で子供が遊ばないように、破いてから廃却してください。窒息事故の原因になることがあります。

注意
製品の運搬には十分注意する。
¡20kg以上の製品の運搬は、一人では行わないでください。
¡製品によってはPPバンドによる梱包を行っていますが、危険ですので運搬の手段に使用しないでください。
¡熱交換器フィン表面で切傷する場合がありますので、素手で触れないでください。
¡室外ユニット等吊りボルトによる搬入を行う場合は、確実に4点支持で実施してください。3点支持等で運搬・
吊り下げすると不安定になり、落下等の原因になります。

注意
ユニットは水平に据付ける。
¡傾いていると、水漏れや故障の原因になることがあります。必ず水準器等で水平を確認してください。
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(2) PEAG-J280AW-A形

据付けは下記の2つの方法があります。

本体を直接吊り下げる方法 吊り金具を先に取り付ける方法

１．ワッシャとナット（共に現地手配）を取り付ける。
２．ユニットを吊りボルトにセットする。
３．水平を確認後ナットを締め付ける。

１．吊り金具固定ボルトを少しゆるめ、ユニットから吊り
金具とUワッシャを取り外す。

２．吊り金具固定ボルトを調節する。
３．ワッシャとナット（共に現地手配）及び吊り金具を吊
りボルトにセットする。

４．ユニットを吊り金具に引っ掛ける。
５．水平を確認後ナットを締め付ける。

ワッシャ� ナット�
�

ナット（※1）�
�

3
0
A

B

A B
吸込ダクトを接続する場合�
吸込ダクトを接続しない場合�

100以上�
0以上�

130以上�
30以上�

A＝0の場合、※1のナットは不要

Uワッシャ（4ヶ所）�
を必ず取り付けのこと� 10

30
A

B
� �

A B
吸込ダクトを接続する場合�
吸込ダクトを接続しない場合�

100以上�
25以上�

130以上�
55以上�

¡吸込及び吹出ダクト接続の際は、ユニットの間にキャンバスダクトを入れてください。
¡ダクト部品には不燃性材料を使用してください。
¡吹出ダクト、吹出及び吸込ダクトフランジは、結露防止のため十分な断熱を行ってください。

※吸込ダクト接続の際は、本体付属のエアフィルターを取り外し、別途吸込グリル側にエアフィルター　
を設置してください。

キャンバスダクト�

ダクト�

ダクト�

天井面�

吹出口�
ショートサイクルしないよう間隔を取ってください。�

ドレンパン�

吸込口�

【ダクト工事】
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吸込ダクトを設置する場合の吸込温度検知センサーについて

このユニットには吸込ダクトフランジ側面に、吸込温度検知センサーが取り付けられています。
吸込ダクト接続の際は、そのセンサーの移動・再取り付けが必要です。

①センサーを引き抜きセンサー固定具とセンサー保護板を取り外す。(保護板は廃却してください。)
※センサーを引き抜く際に、リード線を強く引っ張らないでください。
リード線破断の恐れがあります。

②吸込ダクトを接続する。
③吸込ダクト側面にセンサー挿入穴(φ12.5)をあける。
④センサーとセンサー固定具をセットする。

※吸込ダクト接続の際には、必ずセンサー、固定具、保護板を一旦取り外してください。
センサー等を取り外さずに吸込ダクトを接続すると、センサーやセンサーのリード線を破損する恐れがあります。

※取り外したセンサーは必ず再取り付けしてください。
また、取り付け位置は上図の位置を厳守してください。
取り付け位置に不備があると、誤動作の原因になります。

吸込ダクトフランジ�

吸込ダクト（現地手配）�

上下位置は中心のこと�

吸込温度検知センサー�

センサー保護板�

センサー固定具�

センサー挿入穴（φ12.5）� 25～100mm

センサー差込み深さ10mm�
（センサー固定具からセンサーの根元まで）�
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(3) PFAG-J280PAW-A形

¡転倒防止処置は、所定の場所へ搬入後直ちに(配管、配線作業の前に)実施してください。
¡各金具のピッチ及び穴形状詳細は19ページをご覧ください。

ボルト呼径�

箱抜き式J形アンカー� コンクリート厚さ：180㎜以上�
適合しません�

コンクリート厚さ：120㎜以上�
�

コンクリート厚さ：180㎜以上�
コンクリート厚さ：120㎜以上�
コンクリート厚さ：120㎜以上�

�

埋込み式J形アンカー�

後打ち式樹脂アンカー�

M8の場合� M10の場合�

床面固定金具�

アンカーボルト�

転倒防止金具�

壁面固定時�
5.5×20木ネジ�
（付属①）�

既存のネジ流用�

工場出荷時�

¡据付け場所まで梱包のままで搬入してください。
¡下記①または②もしくはその両方で、転倒防止処置を実施してください。[下図]

①転倒防止金具(本体付属)及び、5.5×20木ネジ　付属品　にて壁面固定。

②床面固定金具(本体付属)及び、M8またはM10アンカーボルト(現地手配)にて床面固定。
¡上記②のみ実施の場合は、下表のアンカーボルトを使用してください。

(4) PLAG-J280AW-A形

ユニット本体の吊り下げ
¡室内ユニットは、据付場所まで梱包のままで搬入してください。
¡室内ユニットの吊込みは、アッパー等で本体を持ちあげ吊りボルトに通してください。
¡吊り込みは必ず天井張り工事前に施工してください。

製品全周が乗る大きさ�
の厚手の板材に製品全�
体を乗せ持上げる。�

厚手の板材�
ｽﾁﾛｰﾙﾁｬﾝﾊﾞ�

注）板材は製品全体が乗る大きさとして�
　　ください。２辺のみかかる大きさの�
　　場合板材の変形でチャンバが破損す�
　　る恐れがあります。�
　　また製品を乗せる面に突起物がない�
　　か確認してから乗せてください。�

リフター�

本体�
＜正しい例＞�

薄手の板材�

薄手の板材に製品を乗せて持上げな�
いでください。板材がたわみチャン�
バが破損します。�

製品よりも小さい台に製品を乗せて�
持上げないでください。�
製品全荷重がチャンバにかかり破損�
します。�

＜悪い例＞�

突起物�

¡アッパー等で持ち上げる際、スチロール製チャンバ
に荷重がかからない様注意してください。
スチロール製チャンバに荷重がかかり破損しますと
風(冷気)漏れ、結露の原因となります。
右図を参考に正しく持ち上げてください。

注意
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吊りボルトの設置
※吊りボルトはＭ10をご使用ください。吊りボルトは現地手配です。
¡吊り下げ構造（吊り下げる箇所を強固な構造にします。）
¡天井の処理・・・建物の構造により異なりますので、くわしくは建築、内装業者とご相談ください。
①天井板取外し範囲・・・客先天井の水平度を正しく保ち、天井板の振動を防ぐためには必ず天井下地
（骨組：野縁と野縁受け）の補強が必要です。
②天井下地を切断撤去してください。
③天井下地切断端の補強、および天井板の端固定用の天井下地を追加してください。

吊り下げ構造（吊り下げる箇所は強固な構造にしてください。）

¡小屋梁（平屋建て）又は２階梁（２階建て）
を強度部材としてください。

¡ユニット吊り下げには下記に示す丈夫な角
材を用いてください。

¡下図の方法を用いるか、またはアング
ル・角材などを利用して吊ボルトを取付
けてください。

【木造・簡易鉄筋の場合】 【鉄筋の場合】

吊ボルト �
M10(現地手配)

インサートなど�
100～150kg(1本)

本体の位置確認および吊りボルトの固定

¡ユニット本体と天井開口穴との位置関係がでていることを、
パネルに付属のゲージを使用して確認してください。位置
が異なりますと風もれによる露たれ等の原因となりますの
で必ずチェックしてください。

¡右図の※印の面が水平になっているか水準器、又はビニー
ルチューブに水を入れて確認した後、吊りボルトのナット
を確実に締め付け本体と吊りボルトを固定してください。

¡ドレン水の排水を確実に行うため、本体の吊り下げ時、水
準器等を使用して、必ず水平に吊り下げてください。

※� ※室内ユニットの下面�
（化粧パネル取付前）�

本体が必ず水平になるように、据付けてください。

梁間が900mm以下の場合 60mm角以上の角材
梁間が1800mm以下の場合 90mm角以上の角材　　

注意

本体設置高さについて

¡本ユニットは据付け高さ3.5～4.5mで作られたユニットです。（室内の空気条件、天井･壁･床の材質、
窓･出入口の数、人の数等で前述高さは若干変わります。）それ以外で据付けられますとドラフト感を感
じたり、暖房時の気流到達が不十分になる場合があります。

¡風が強くドラフト感を感じたり物が飛んだりする場合は、パネルの風向調節ルーバを水平にし風向　き
をかえるか、予備弱ノッチを使用し調整してください。

天井材の有無を（露出設置）について

¡パネルの風向調節ルーバの可変で風向きを水平（水平線上）/垂直（水平線から下70゜）に切換ることが
できます。但し天井材を施工しないで露出で使用する場合、ルーバを水平時の風向きが若干下（水平線
から下30゜）に下がります。

※いずれの場合にも吊りボルトはM10を使用してください。吊りボルトは現地手配品です。
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据付けや移設の場合は、冷凍サイクル内に指定冷媒（R－22）以外のものを混入させないでください。空
気などを混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂などの原因になります。

分　　岐　　管　　形　　名

配管接続は、室外ユニットからの冷媒配管を末端で分岐し、各室内ユニットに接続する端末分岐方式に
なっています。
配管の接続方法は、室内ユニットはフレア接続、室外ユニットのガス管はフランジ接続、液管はフレア
接続になっています。

火気使用中にフロンガス(Ｒ22)を漏らさないように注意してください。フロンガスがガスコンロ等の火に
触れると分解して、有毒ガスを発生させガス中毒の原因になります。溶接作業は密閉された部屋で実施し
ないでください。また冷媒配管工事完了後、ガス漏れ検査を必ず実施してください。

警告

(1) 注意事項
①冷媒配管は下記材料をお使いください。
・材　質：リン脱酸継目無銅管　JIS規格（H3300）品のC1220T-OLまたはC1220Ｔ-O(C1220T-OLが

望ましい)
・サイズ：2ページをご覧ください。
②市販の銅管にはゴミが入っている場合がありますので、乾燥した不活性ガスにて吹き飛ばしてください。
③配管加工、または配管工事中に配管の中にゴミや水分を入れないでください。
④曲げ箇所は、できるだけ少なくし、曲げ半径は、できるだけ大きくしてください。
⑤分岐部には、必ず別売品の下記分岐管をご使用ください。(PUHG-J560(U)AW-Aの場合のみ)

⑥指定冷媒配管が分岐管の径と異なる場合、パイプカッターで接続部を切断するか、もしくは異径接手
の径をあわせてから使用してください。
⑦冷媒配管制限（許容長さ、高低差、配管径）は必ず守ってください。故障や冷暖房不良の原因となり
ます。
⑧ロウ材は、JIS指定品の良質なものを使用してください。
⑨ポンプダウンは絶対に行なわないでください。圧縮機が破損します。
⑩冷媒によるエアパージは絶対に行わないでください。必ず真空ポンプによる真空引きを行ってください。
⑪配管の断熱を正しく行なってください。不十分な場合、冷暖房不良や露タレ等によってトラブルが発
生することがあります。
⑫冷媒配管の接続は室外ユニットのボールバルブを全閉（工場出荷時仕様）のままとし、室内・室外・
蓄熱槽ユニットと冷媒配管を全て接続して、冷媒洩れ試験、真空引き作業が終了するまで操作しない
でください。
⑬配管接続の際は、必ず無酸化ロウ付を行ってください。無酸化ロウ付を行わないと圧縮機の破損につながる
恐れがあります。
（配管接続及びバルブ操作の詳細は66ページをご覧ください）

警告

CMY-20-A

4.冷媒配管工事
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(2)冷媒追加充填量の算出方法

本ユニットは冷媒配管施工時に配管長さおよび室内・室外ユニット間高低差に応じて冷媒を追加充填する
必要があります。冷媒追加は下表に従って充填してください。
工場出荷時封入冷媒量(室内外合計)･････PUHG-J280AW-A : 8.5kg

PUHG-J280UAW-A : 10.5kg
PUHG-J560AW-A : 18.0kg
PUHG-J560UAW-A : 18.0kg

冷媒追加はボールバルブのサービスポートより行ってください。

（C）PUHG-J560AW-A
5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

50�
40�
30�
20�
10�
�
10�
20�
30
40






4.9
4.2
5.4









6.7�
5.4�
7.7







8.6
7.9�
6.6�
8.9�
10.1





10.4�
9.1�
7.8�
10.1�
12.4




12.3�
11.6�
10.3�
9.0�
11.3�
13.6�
14.8





14.1�
12.8�
11.5�
10.2�
12.5�
14.8�
17.1


16.0�
15.3�
14.0�
12.7�
11.4�
13.7�
16.0�
18.3�
19.5


17.8�
16.5�
15.2�
13.9�
12.6�
14.9�
17.2�
19.5�
21.8

19.7�
19.0
17.7�
16.4�
15.1�
13.8�
16.1�
18.4�
20.7�
23.0

21.5�
20.2�
18.9�
17.6�
16.3�
15.0�
17.3�
19.6�
21.9�
24.2

高低差なし(0m)

設置時の場合�

組合わせ�
室内ユニット形名�

PCAG-J280AW-A�
PEAG-J280AW-A�
PLAG-J280AW-A�
PFAG-J280PAW-A�
　　　　　(×2台)�
�
�

(kg)
配管長実長(m)

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
上
設
置�

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
下
設
置�

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
50�
40�
30�
20�
10�
�
10�
20�
30
40






4.9
4.2
5.4









6.7�
5.4�
7.7







8.6
7.9�
6.6�
8.9�
10.1





10.4�
9.1�
7.8�
10.1�
12.4




12.3�
11.6�
10.3�
9.0�
11.3�
13.6�
14.8





14.1�
12.8�
11.5�
10.2�
12.5�
14.8�
17.1


16.0�
15.3�
14.0�
12.7�
11.4�
13.7�
16.0�
18.3�
19.5


17.8�
16.5�
15.2�
13.9�
12.6�
14.9�
17.2�
19.5�
21.8

19.7�
19.0
17.7�
16.4�
15.1�
13.8�
16.1�
18.4�
20.7�
23.0

21.5�
20.2�
18.9�
17.6�
16.3�
15.0�
17.3�
19.6�
21.9�
24.2

22.7�
21.4�
20.1�
18.8�
17.5�
16.2�
18.5�
20.8�
23.1�
25.4

23.9�
22.6�
21.3�
20.0�
18.7�
17.4�
19.7�
22.0�
24.3�
26.6

25.1�
23.8�
22.5�
21.2�
19.9�
18.6�
20.9�
23.2�
25.5�
27.8

26.3�
25.0�
23.7�
22.4�
21.1�
19.8�
22.1�
24.4�
26.7�
29.0

27.5�
26.2�
24.9�
23.6�
22.3�
21.0�
23.3�
25.6�
27.9�
30.2

28.7�
27.4�
26.1�
24.8�
23.5�
22.2�
24.5�
26.8�
29.1�
31.4

29.9�
28.6�
27.3�
26.0�
24.7�
23.4�
25.7�
28.0�
30.3�
32.8

31.1�
29.8�
28.5�
27.2�
25.9�
24.6�
26.9�
29.2�
31.5�
33.8

32.3�
31.0�
29.7�
28.4�
27.1�
25.8�
28.1�
30.4�
32.7�
35.0

33.5�
32.2�
30.9�
29.6�
28.3�
27.0�
29.3�
31.6�
33.9�
36.2

高低差なし(0m)

設置時の場合�

組合わせ�
室内ユニット形名�

PCAG-J280AW-A�
PEAG-J280AW-A�
PLAG-J280AW-A�
PFAG-J280PAW-A�
　　　　　(×2台)�
�
�

(kg)
配管長実長(m)

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
上
設
置�

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
下
設
置�

（D）PUHG-J560UAW-A

A B

C

室内ユニット1

室内ユニット2

室外ユニット�
�

h

※冷媒はオーバーチャージをしないよう十分に注意
してください。
※冷媒の種類はR22以外は使用しないでください。

※配管長＝ A＋B＋C，高低差＝h2

A：室内ユニット1から分岐部までの実長(枝管1)
B：室内ユニット2から分岐部までの実長(枝管2)
C：室外ユニットから分岐部までの実長(主管)
（※PUHG-J280(U)AW-Aは分岐なし）
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�
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6.3�
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5.1�
5.8�
6.5�
7.2

�
7.7�
7.4�
6.8�
6.2�
5.6�
6.3�
7.0�
7.7�
8.1

�
8.5�
7.9�
7.3�
6.7�
6.1�
6.8�
7.5�
8.2�
8.9

9.3�
9.0�
8.4�
7.8�
7.2�
6.6�
7.3�
8.0�
8.7�
9.4

10.1�
9.5�
8.9�
8.3�
7.7�
7.1�
7.8�
8.5�
9.2�
9.9

高低差なし(0m)

設置時の場合�

組合わせ�
室内ユニット形名�

PCAG-J280AW-A�
PEAG-J280AW-A�
PLAG-J280AW-A�
PFAG-J280PAW-A�
�
�

(kg)
配管長実長(m)

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
上
設
置�

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
下
設
置�

（A）PUHG-J280AW-A

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
50�
40�
30�
20�
10�
�
10�
20�
30�
40

�
�
�
�
2.8�
2.5�
2.9�
�

�
�
�
�
3.8�
3.2�
3.9

�
�
�
4.8�
4.5�
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4.6�
5.3�
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�
6.7�
6.4�
5.8�
5.2�
5.9�
6.6�
7.0

�
�
7.7�
7.1�
6.5�
5.9�
6.6�
7.3�
8.0

�
8.7�
8.4�
7.8�
7.2�
6.6�
7.3�
8.0�
8.7�
9.1

�
9.7�
9.1�
8.5�
7.9�
7.3�
8.0�
8.7�
9.4�
10.1

10.7�
10.4�
9.8�
9.2�
8.6�
8.0�
8.7�
9.4�
10.1�
10.8

11.7�
11.1�
10.5�
9.9�
9.3�
8.7�
9.4�
10.1�
10.8�
11.5

12.3�
11.7�
11.1�
10.5�
9.9�
9.3�
10.0�
10.7�
11.4�
12.1

13.0�
12.4�
11.8�
11.2�
10.6�
10.0�
10.7�
11.4�
12.1�
12.8

13.7�
13.1�
12.5�
11.9�
11.3�
10.7�
11.4�
12.1�
12.8�
13.5

14.4�
13.8�
13.2�
12.6�
12.0�
11.4�
12.1�
12.8�
13.5�
14.2

15.1�
14.5�
13.9�
13.3�
12.7�
12.1�
12.8�
13.5�
14.2�
14.9

15.8�
15.2�
14.6�
14.0�
13.4�
12.8�
13.5�
14.2�
14.9�
15.6

16.4�
15.8�
15.2�
14.6�
14.0�
13.4�
14.1�
14.8�
15.5�
16.2

17.1�
16.5�
15.9�
15.3�
14.7�
14.1�
14.8�
15.5�
16.2�
16.9

17.8�
17.2�
16.6�
16.0�
15.4�
14.8�
15.5�
16.2�
16.9�
17.6

18.5�
17.9�
17.3�
16.7�
16.1�
15.5�
16.2�
16.9�
17.6�
18.3

高低差なし(0m)

設置時の場合�

組合わせ�
室内ユニット形名�

PCAG-J280AW-A�
PEAG-J280AW-A�
PLAG-J280AW-A�
PFAG-J280PAW-A�
�
�

(kg)
配管長実長(m)

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
上
設
置�

室
外
ユ
ニ
ッ
ト�

　
　
下
設
置�

（B）PUHG-J280UAW-A
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開（操作
はゆっくりと）

ボールバルブ�
（ガス側）�

開（操作
はゆっくりと）

ボールバルブ�
（液側）�

弁　　棒�

工事出荷時、配管接続作
業時、真空引、冷媒追加
チャージ時は全閉。上記
作業完了後は全開として
ください。�

接続管（付属品）�

バッキン（付属品）�

バッキン（付属品）を使用し
て、ガス洩れの起らない
ようにバルブのフランジにしっ
かり取付けてください。（ネ
ジ締トルク25N･m）。パッキ
ンの両面には冷凍機油を
塗布してください。�

ストッパーピン�

弁棒は90 以゚上回転しませ
ん。�

キャップ、銅パッキン�

（本図は全開状態を示します。）�

キャップを外して、弁棒
を操作してください。�
作業完了後は必ず元通り
に取付けてください。�
（弁棒のキャップ締付ト
ルク25N･m以上）�

フレアナット�

締付トルク�
（Ｊ280形：55N･m�
　Ｊ560形：80N･m）�
開閉はダブルスパナで行なっ
てください。�
フレア接触面には冷凍機油
を塗布してください。�

現地配管�

接続管とロウ付接続して
ください。（ロウ付時は
無酸化ロウ付してくださ
い。）�

サービスポート�

現地冷媒配管内の真空引
冷媒の追加チャージにご
利用ください。�
開閉はダブルスパナで行
なってください。�
作業完了後は必ずキャッ
プを元通りに取付けてく
ださい。（サービスポー
トのキャップ締付トルク
14N･m以上）�
�

�

J280･･･φ12.7�
J560･･･φ15.88

J280･･･φ28.58�
J560･･･φ38.1

J280形の場合�

J560形の場合�

φ 6.35

締付力(N･m)
14～18
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(3)配管接続、バルブ操作のご注意
■室外ユニット
¡配管接続、バルブ操作は下図に従って確実に行ってください。
¡ガス分配器は組付けて出荷しています。(右図参照)
①フランジ付き接続管へのロウ付けの際には､フランジ付き接続管をボールバルブから取外し､ユニッ
トの外部にてロウ付けしてください。
②フランジ付き接続管を取外している間、ボールバルブ内へのゴミの侵入を防止するため、チュウイ
フダの裏面に貼り付けているシールを剥がして、ボールバルブのフランジ面に貼り付けてください。

③出荷時には、フランジ間にガス漏れ防止のため中実のパッキンを入れて冷媒回路を遮断しています。この
ままの状態では運転できませんので、配管接続に際しては必ず付属の中空パッキンと交換してください。
④中空パッキン取付けに際しては、フランジのシート面、及びパッキンにゴミ等の付着がないように
拭き取ってください。パッキンの両面には冷凍機油を塗布してください。

¡真空引き、冷媒チャージ後は必ずハンドルを全開状態にしてください。バルブを閉めたまま運転しますと、
冷媒回路高圧側または低圧側が異常圧力となり、圧縮機、四方弁等の損傷を招きます。

¡計算式により、追加冷媒量を決定し、配管接続作業完了後にサービスポートから追加チャージを行っ
てください。

¡作業完了後、サービスポート及びキャップはガス漏れの起らないようしっかり締付けてください。

¡取りつけたままロウ付すると、ボールバルブが加熱さ

れて故障やガス洩れの原因となります。またユニット

内の配線等を焼くおそれもあります。

注意
接続管は必ずボールバルブから取外し、ユニ
ットの外でロウ付してください。

銅管外径(ｍｍ)

パイプ径 締付角度

トルクレンチによる適正な締付力

50～57.5
φ 6.35
φ12.7

75～80φ15.88

締付角度の目安

60°～90°
30°～60°φ12.7
30°～60°φ15.88

※トルクレンチが無い場合、次の方法を目
安にします。
フレアナットをスパナで締付けて行くと
締付トルクが急に増すときがありますの
でそこで一度とめてそれから更に上表の
角度だけ回転させます。

SO

３�

1

中実パッキンを�
交換してください�

中空パッキン�

MP30K

中実パッキンを�
交換してください�

中空パッキン�

SO

３�

1

＜PUHG-J280(U)AW-A＞ ＜PUHG-J560(U)AW-A＞
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■室内ユニット

¡冷媒配管のユニット接続部の接続方法及び断熱処理は下図および、次ページの図を参照してください。
¡冷媒配管のロウ付け接続部はユニット内部にありますので、サイドパネル(右側)と下パネル(吸込側)を
取外してください。

¡ユニットの配管先端に差し込んでいるゴム栓は引き抜いて外してください。
¡冷媒配管ロウ付け時、本体側断熱パイプの焼け、および熱による縮みを防止するため、必ず本体側断
熱パイプにぬれた布等をまいてからロウ付けしてください。

¡ロウ付けは無酸化ロウ付け(ロウ付けする配管内に炭酸ガスを流しロウ付け熱による配管内部の酸化を
防止する)を行い配管内に異物、水分等が混入せぬようにしてください。

※配線保護板の内側には機内配線が通っています。
冷媒配管ロウ付け時、機内配線および制御箱に
火が当たらないように充分ご注意願います。

　�
配線保護板�

ガス管�

液管�制御箱�

¡冷媒配管サイズは下表のとおりです。

配管接続方法�
配管サイズ（㎜）�

PCAG-J280AW-A
液管：ロウ付け／ガス管：ロウ付け�
液管：φ12.7／ガス管：φ28.58

①PCAG-J280AW-A形

ガス管�

液管�

上から見た図�

エルボ�
（現地手配）�

制御箱�
液管�

ガス管�

¡このユニットは後ろ・上の2方向から配管取出しが可能です。上配管をする場合は下図を参照し配管接
続願います。(ガス管側は市販のエルボを現地手配願います。)
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②PEAG-J280AW-A形

¡冷媒配管サイズは下表のとおりです。

PEAG-J280AW-A
液管：フレア／ガス管：フランジ�
液管：φ12.7／ガス管：φ28.58

配管接続方法�
配管サイズ（㎜）�

¡冷媒配管のユニット接続部の接続方法及び断熱処理は下図を参照してください。
〔 ～　　　　 を使用〕付属品① 付属品⑤

パッキング（付属品②）�
（両面に冷凍機油を塗布）�

ガス側接続管（付属品①）� 断熱材A（付属品③）および�
断熱材A（付属品④）で�
フランジ部全体を覆うこと�

断熱材C（付属品⑤）×2で�
フレア接続部全体を二重に�
覆うこと�
�

現地配管�

現地ロウ付け�

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
へ�

隙間なきこと�

隙間なきこと�断熱材（現地手配）�

断熱材（現地手配）�

フレアシート面全周に冷凍機油を塗布�

フレア寸法詳細及び締付力のめやす トルクレンチがない場合
フレアナットをダブルスパナで締め付けて
行き、急に締め付けトルクが増したとき一
旦止めてそこからさきに30～60°締め付
けてください。

※フレアナットは必ずダブルスパナで締め付けてください。一本のスパナで締め付けると、配管を破損す
る恐れがあります。

¡ロウ付けは『無酸化ロウ付け』を行ってください。
窒素ガスを用い圧力を0.03～0.05MPaに調節し、毎分3～5 流します。
また、ロウ付け部の過熱は窒素ガスが到達してから行ってください。

±2°�45°�

±
0
.5
°
�

90
°�

φ
Ａ
�

Ｒ
0.4～

Ｒ
0.8

配管外形（㎜）�
φ12.7

フレア寸法φA（㎜）�
φ15.4～15.8

締付力（N・ｍ）�
50～57.5



¡ユニットとの接続部～熱交換器の配管露出部は、付属のパイプカバーで断熱処理をしてください。

〔パイプカバー(太) 付属品①、パイプカバー(細) 付属品②を使用してください。〕

（PFAG-J280PAW-A形）
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③PFAG-J280PAW-A形

¡冷媒配管サイズは下表のとおりです。

PFAG-J280PAW-A
液管：フレア／ガス管：フランジ�
液管：φ12.7／ガス管：φ28.58

配管接続方法�
配管サイズ（㎜）�

¡冷媒配管接続部はユニット内部にありますので、下図のようにフィルターカバー、フィルターカバー枠、
エアフィルター、吸込グリルを取り外してください。
※エアフィルターも必ず取り外してください。(ロウ付けの炎で溶けたり、変形する原因になります。)
※ロウ付けの際は、ユニットの断熱材等を焦がさないよう注意してください。

ユニットの配管先端に差し込んでいるゴム栓を引き抜いて
ください。

※ガス管先端の短管もロ
ウ付け部から取り外し
てください。

短管�
ゴム栓�

エアフィルター�

フィルターカバー枠�

フィルターカバー�

吸込グリル�

¡このユニットは、左・右・後・下の4方向から配管取出し可能です。
左および右配管の現地接続配管参考形状を下図に示します｡(配管穴の位置は19ページをご覧ください｡)

左配管� 右配管�市販エルボ�

市販エルボ�現地ロウ付け部�

現地ロウ付け部�

背面�

背面�

1071
187

129

前面�
ガス管�

ガス管�

液管�

液管�

サイドパネル�
配管穴� サイドパネル配管穴�

28
2

28
2

11
1

11
3

71

73

171 40
16940

16
8 24
2

74

24
2

74

1031

ガス管固定バンド（白）�
取り外さないでください�

輸送振動防止バンド（黒）�
必ずロウ付け前に取り外してください�

ここから熱交換器までを�
パイプカバー（細）（付属品②）で断熱�

この間をパイプカバー（太）�
（付属品①）で断熱�

現地配管および現地断熱熱材�
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④PLAG-J280AW-A形

②最上階または高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にする必要があります。
③客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。

配管サイズ 断熱材の厚さ
6.4㎜～25.4㎜ 10㎜以上
28.6㎜～38.1㎜ 15㎜以上

¡配管の接続方法は、ロウ付接続です。

¡ロウ付は必ず無酸化ロウ付を行い配管内に異物、水分が混入しないようにしてください。
¡冷媒配管は、室内ユニット配管出口に荷重がかからないよう、支持金具を設けて支えてください。尚、
室内ユニット接続口より、支持金具は50㎝はなれた所に設けてください。

¡既設の冷媒配管を流用しないでください。
¡冷媒配管はJISH3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220のリン脱酸銅を使用してください。また、管
の内外面は美麗であり、使用上有害なイオウ、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミネーション）の付着が
ないことを確認してください。

¡冷媒配管からの水タレ防止のため、充分な防露断熱工事を施工してください。
¡市販の冷媒配管を使用の場合は、液管・ガス管共に必ず市販の断熱材を巻いてください。
（断熱材……耐熱温度100℃以上・厚み下表による）
①断熱材の厚さは、配管のサイズにより選定すること。

冷媒配管注意事項

PLAG-J280AW-A
液管：ロウ付／ガス管：ロウ付�
液管：φ12.7／ガス管：φ28.58

配管接続方法�
配管サイズ（㎜）�

断熱パイプ�
（付属品）�

現地冷媒配管�

冷媒配管 ガス側�

冷媒配管エキ側�

注1．現地冷媒配管の断熱材を引っ張りロウ付き後、断熱材を元にもどしてください。�
　　  銅配管が露出しますと結露の原因となりますから、細心の注意をはらってください。�

(1)  ユニットの配管先端のキャップをロウ付け部より�
　　取り外してください。�
�
�
(2)  現地冷媒配管の断熱材を引っ張り、ユニット配管部�
　　とロウ付け後元にもどしてください。�

ユニット本体�

ユニット本体と�
隙間なきこと！�

隙間なきこと！�
接合部は上�

パンタイ（大）（付属品）�

20

20

隙間なきこと！�
接合部は上�

パンタイ（大）（付属品）�

断熱パイプ（小）（付属品）�

断熱パイプ�
（中）（付属品）�

20

20

�

ユニット本体�

断熱パイプ�
（付属品）�

断熱材�

断熱材�

ひっぱる�

隙間なきこと！�
元にもどす�

　2．冷媒配管ロウ付け時、本体側断熱パイプの焼け、および熱による縮みを防止するため、�
　　  必ず本体側断熱パイプにぬれた布等をまいて、ロウ付けしてください。�
　　  また、ユニット本体に火が当たらないように充分ご注意願います。�
�

注1
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(4)気密試験と真空引き

①気密試験
気密試験は、窒素ガス（2.94MPa）にて加圧して行います。試験方法は、下図を参考にしてください。
（ストップバルブは閉じたままで行ってください。また、必ず液管、ガス管両方に加圧してください。）
窒素ガス加圧後、１日程度放置し、圧力が低下していなければ良好です。

②真空引き
真空引きは、室外ユニットのストップバルブに付いているサービスポートから液管、ガス管とも真空
ポンプにて実施してください。（ストップバルブは閉じたままで行ってください。）真空引きは液管、
ガス管両方から行ってください。

※冷媒によるエアパージは、絶対に行わないでください。

(注) 冷媒は必ず適正量を追加してください。(冷媒追加量については65ページをご覧ください。)
冷媒は多くても少なくてもトラブルの原因になります。

サービスポート�

室外ユニット�

ガス管�

液管�

ストップバルブ�

Loノブ� Hiノブ�
LO HI
システムアナライザ�

窒
素
ガ
ス
�

室内ユニットへ�

※1

重量計�

R22�
ボ ン ベ �

真空ポンプ�バルブ�

バルブ�三方接手�

サービスポート�

ガス管�

液管�

ストップバルブ�

Hiノブ�Loノブ�

LO HI
システムアナライザ�

据付けや移設の場合は、冷凍サイクル内に指定冷媒(R22)以外のものを
混入させないでください。空気などを混入すると、冷凍サイクル内が異
常高圧になり、破裂などの原因になります。

警告

※1.重量計は精度の高いもの(0.1kgまで測定
可能なもの)を使用してください。
高精度の重量計がない場合には、チャー
ジングシリンダを使用してください。
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(5)冷媒配管の断熱
冷媒配管の断熱は､必ず液管とガス管とを別々に十分な厚さの耐熱ポリエチレンフォームで､室内ユニッ
トと断熱材及び断熱材間の継目に隙間のないように行ってください。
断熱工事が不完全だと露タレ等が発生することがありますので、特に天井裏内の断熱工事は注意してく
ださい。

悪い例

良い例

�
�

アスファルト質油性マスチック�
又はアスファルト�

鉄線�

配管�

断熱材A
外装B

断熱材Ａ
接着剤＋耐熱ポリエチレンフォーム＋圧着テープ

ビニルテープ

防水麻布＋ブロンズアスファルト

防水麻布＋アエン鉄板＋油性ペイント

屋　　内

床下露出

屋　　外

外　装Ｂ

(注) 被覆材にポリエチレンカバーを使用する場合は、アスファルトルーフィ
ングは不要です。

ガス管�
液管�

電線�

仕上げテープ�

断熱材�

仕上げテープ�

断熱材� 断熱材�

液管�ガス管�

この部分が断熱されていない�

¡ガス管と液管を同時に
断熱してはならない。

¡接続部も十分断熱すること。

貫通部

〇内壁（いんぺい） 〇外壁　　　　　　　 〇外壁（露出） 〇防火区画、界壁等における貫通部
スリーブ�

断熱材� 断熱材� 断熱材�

バンド�
ラッキング�

スリーブ�

スリーブ�

コーキング材�

1m 1m
スリーブ�

不燃性断熱材�
モルタル等不燃材で�
コーキング�

コーキング材�
防水管�

つば付スリーブ�

断熱材�

コーキング材�
防水管�

つば付スリーブ�

断熱材�

モルタルにてすき間を充填する場合は、貫
通部を鋼板にて被覆し断熱材がへこまない
ようにしてください。またその部分は不燃
性断熱材を使用し、被覆材も不燃性(ビニル
テープ巻きはダメ)を使用してください。

(注) 電線の断熱処理は、行わないでください。

〇床（防水） 〇屋上パイプシャフト

¡現地配管の断熱材は、下表の規格を満足していることを確認してください。

配管サイズ�

厚さ�
耐熱温度�

6.35～25.4mm 28.58～38.1mm
10mm以上�

100°C以上�
15mm以上�

※最上階など高温多湿の条件下で使用する場合は、
左表以上の厚さが必要となる場合があります。
※客先指定の仕様がある場合は、左表の規格を満足
する範囲でそれに従ってください。
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5.ドレン配管工事（室内ユニット）

①PCAG-J280AW-A形

¡ドレン配管は付属のビニールチューブをドレンパン出口管に付属のホースバンドで固定し、その先に
現地手配したVP-20の硬質塩ビパイプを下図に示すように取付けてください。

¡次の点にも留意してください。
・下り勾配(1/100以上)であること。
・横引きは20m以下（高低差除く）とし、適切な場所に支持金具を設けて波打ちはしないこと。
・エア抜き管はつけないこと。(ドレンが吹き出る場合があります。)
・途中に山越えを作らないこと。
・出口はイオウ系ガスの発生する下水溝に直接入れないこと。

¡ドレン配管出口周辺に臭気が発生する可能性がある場合、ユニットからの臭気吹き出しを防ぐため、
ドレントラップをとるなどしてください。

¡露付き・露タレが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
¡断熱材は発泡ポリエチレン(比重0.03)厚さ10mm以上のものを使用し、表面を粘着テープ等で処理して
空気の侵入を防止してください。

¡施工後、確実に排水されてることを出口で確認してください。また、接続部等から水漏れがないこと
も確認してください。
※ユニットが逆勾配に取付けられてドレンパンに水が溜まるようになっていないことを、必ず確認して
ください。

水洩れ無いように�
シ－ルする�
全周接着(塩ビ系接着剤)

ユニットドレン管�

現地ドレン管�
硬質塩ビパイプVP-20(外径φ26)

付属のビニ－ルチュ－ブ�

付属のホ－スバンド�
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②PEAG-J280AW-A形

¡次の点にも留意してください。

・下り勾配(1/100以上)であること。

・横引きは20m以下(高低差除く)とし、適切な箇所に支持金具を設けて波打ちはしないこと。

・エア抜き管は付けないこと。(ドレンが吹き出る場合があります。)

・途中に山越えを作らないこと。

・出口はイオウ系ガスの発生する下水溝に直接入れないこと。

¡硬質塩ビパイプ一般管VP-25(外径φ32)を使用してください。

¡ドレントラップを必ず施工してください。

※ドレントラップを施工しないと、水漏れの原因になります。

※ドレン配管を合流させる場合は、ドレントラップ

より下流側で行ってください。

¡このユニットの最大機外静圧は150Paです。

¡露付き・露タレが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。

¡断熱材は、発泡ポリエチレン(比重0.03)厚さ10mm以上のものを使用し、表面を粘着テープ等で処理し
て空気の侵入を防止してください。

¡施工後、確実に排水されていることを出口で確認してください。また、接続部等から水漏れがないこと
も確認してください。

ドレン配管�

断熱材� ドレン出口：1B（オス）�

ドレントラップ�

2
5
m
m
以
上
の
こ
と
�
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③PFAG-J280PAW-A形

¡ドレン配管接続口はユニット内部にあります。吸込グリル等の取り外し方は　ページをご覧ください。
¡次の点にも留意してください。

・下り勾配(1/100以上)であること。

・横引きは20m以下(高低差除く)とし、波打ちはしないこと。

・エア抜き管は付けないこと。(ドレンが吹き出る場合があります。)

・途中に山越えを作らないこと。

・出口はイオウ系ガスの発生する下水溝に直接入れないこと。

¡このユニットは左・右・後・下の4方向からドレン配管取り出し可能です。ユニットからの抜き穴位置
は19ページをご覧ください。

¡硬質塩ビパイプ一般管VP-20(外径φ26)を使用してください。

熱交換器�
ドレンパン�

ドレンホース(付属品①)�

�

現地ドレン配管�

ホースバンド(付属品②)

ホースバンド(付属品②)

¡出口周辺に臭気が発生する可能性がある場合、ユニットからの臭気吹き出しを防ぐため下図のように施
工してください。

ドレントラップを施工する場合� ドレントラップを施工しない場合�

※ドレン配管先端が常に水中にあること�排水溝�

排水溝�

室内ユニット� 室内ユニット�

N NP

N�
P

25mm以上�
50mm以上（N寸法の2倍以上）�

¡露付き・露タレが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
¡断熱材は、発泡ポリエチレン(比重0.03)厚さ10mm以上のものを使用し、表面を粘着テープ等で処理し
て空気の侵入を防止してください。

¡施工後、確実に排水されていることを出口で確認してください。また、接続部等から水漏れがないこと
も確認してください。

¡ドレンパンのドレン出口と現地ドレン配管の接続にはドレンホース付属品①を使用してください。

接続箇所は塩化ビニル用接着剤にて接着のうえ、ホースバンド付属品②で固定してください。
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④PLAG-J280AW-A形
(1)ドレン配管は室外側(排水側)が下り勾配(1/100以上)となるようにし、途中にトラップや山越えを作らない
ようにしてください。(図1)

(2)ドレン配管の横引きは20ｍ(高低差は含みません)以下にしてください。また、ドレン配管が長い場合には
途中に支持金具を設けてドレン配管の波打ちをなくしてください。エアー抜き管は絶対につけないでくだ
さい。ドレンが吹出る場合があります。

(3)ドレン配管は硬質塩ビパイプ一般管VP-25（外径φ32）を使用してください。
(4)集合配管の場合、図2のように本体ドレン出口より10㎝低い位置に集合配管がくるようにしてください。

(5)ドレン配管の排水口部の臭気トラップは設けないでください。
(6)ドレン配管の出口は臭気の発生するおそれのない場所に施工してください。
(7)ドレン配管はイオウ系ガスの発生する下水溝に直接入れないでください。
(8)ドレン配管は、室外ユニット排気ドレン管と共用しないでください。
共用すると排気ガスが室内ユニットに流入し、内部部品の腐食や破損の原因になります。
注）ドレンホースを曲げる場合は自然な曲げ（目安45°以内）とし、ホースに無理な力がかからないように
してください。

（図1） （図2）

¡室内を通るドレン配管は、必ず市販の断熱材（発泡ポリエチレン比重0.03・厚さ、下表による）を巻い
てください。

(1)断熱材の厚さは、配管のサイズにより選定すること。

(2)最上階または高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にする必要があります。

(3)客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。
¡施工後、ドレンが排出されていることを、ユニットドレン口可視化部及びドレン配管最終出口部で確認
してください。

断熱材の厚さ
6.4mm～25.4mm 10mm以上
28.6mm～38.1mm 15mm以上

室内�
ユニット�

室内�
ユニット�

室内�
ユニット�

できる限り大きくとる  約10cm

集合配管�
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6.電気工事

(1)制御箱及び配線接続位置

■室外ユニット

(ａ)サービスパネルは、上部及び下部の
ネジ計４本を外し、手前に引くと、
外せます。（下図参照）

(ｂ)制御箱カバーは、下部中央の止めネジ(1本)を外し、
手前に引っ張って取り外してください。

(ｃ)室内外伝送線は、伝送用端子台(TB3)に､M-NET(MELANS)
配線は、集中管理用端子台(TB7)に接続してください。(別
売取付時)
シールド線使用の場合、シールドアースは、アースネジ
(E)へ接続してください。

(ａ)サービスパネルは、上部及び下部の
ネジ計６本を外し、手前に引くと、
外せます。（下図参照）

(ｂ)制御箱カバーは、下部中央の止めネジ(1本)を外し、
手前に引っ張って取り外してください。
(制御箱カバーを外した状態を右図に示します。)

サービスパネル�

MITSUBISHI

E
CN25 CN21

C
N
F
A
N

C
N
20

CN22 CN23 CN35 CN26 CN29 CN37

CN3DCN35CN31CN32CN33

CNS3

CN28

C
N
27

C
N
30

C
N
10
C
N
50

C
N
34

C
N
50
1C
N
24
C
N
5
C
N
4
C
N
3
C
N
1

ＳＷ１�

ＳＷ５�
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(TB7)(E)(TB3)

①PUHG-J280(U)AW-A

②PUHG-J560(U)AW-A

サービスパネル�
＜TB3＞� ＜TB7＞�＜TB1＞�

端子台�
（内外接続線用）�

端子台�
（電源用）�

端子台�
（M-NET接続線用：別売）�

Ｒ　 Ｓ　Ｔ�

アースネジ� SBA

�

制御基板�

B�
�
S�
�

A
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電線管取付板（φ62、φ53）が付属しています。使用す
る電線管の外径から取付板を選択し右図のように取付け
てください。

■室内ユニット

①PCAG-J280AW-A形

伝送線用端子台・TB4�
（A・Ｂ極性なし Sはシールド線処理用）�リモコン用端子台・TB5�

（極性なし）�

※ご注意�
制御回路の電線（伝送線・
リモコン線）は電源配線と
は、直接接触しないように
すること。�

制御箱カバー�
※制御箱本体に必ず
制御箱カバーを取
り付けてから運転し
てください。�

200V電線通し穴�
（電源配線など）�

制御回路の電線通し穴�
（伝送線・リモコン線など）�

アース端子� 電源用端子台・TB2�
単相 200V 50/60Hz

横から見た図�
（左図Aから見た図）�

伝
送
線
�

極
性
な
し
2
0
0
V
禁
止
�

リモコン�
極性なし200V禁止�

電
　
源
�

単
相
2
0
0
V

Ａ�

②PEAG-J280AW-A形

伝送線用端子台・TB4�
（A・Ｂ極性なし Sはシールド線処理用）�

リモコン用端子台・TB5�
（極性なし）�

※ご注意�
制御回路の電線（伝送線・
リモコン線）は電源配線と
は、直接接触しないように
すること。�

アース端子�
電源用端子台・TB2�
三相 200V 50/60Hz

伝
送
線
�

極
性
な
し
2
0
0
V
禁
止
�

リモ
コン
�

極性
なし
20
0V
禁止

�

電
　
源
�

三
相
2
0
0
V

TT

R

S

A

B

S

1

2

低電圧電線取り出し穴�
（リモコン線、伝送線）�

200V電線取り出し穴�
（電源配線など）�

※ユニットの電線穴位置は
17,18ページをご覧ください。

■電線管取付板の使用方法

電線管取付板（φ33、φ40）が付属しています。
使用する電線管の外径から取付板を選択し右図の
ように取付けてください。

下面から電線管を�
接続する場合�

φ４０取付板�

φ３３取付板�

φ３３取付板�

φ４０�ノックアウト穴�

タッピングネジ�
ユニット前面�

前面から電線管を�
接続する場合�

下面から電線管を�
接続する場合�

φ62取付板�

φ46取付板�φ53取付板�

φ53取付板�

φ62�ノックアウト穴�

タッピングネジ�前面から電線管を�
接続する場合�

ユニット前面�

①PUHG-J280(U)AW-A ②PUHG-J560(U)AW-A



※ユニットの電線穴位置は19ページ

をご覧ください。

※サイドパネルに電線を通す場合は、

貫通部にゴムブッシュ付属品を取

り付けてください。

〔電線管施工時を除く〕

Ｔ
�

Ｓ
�

Ｒ
�
電
源
�

20
0V

禁
止
�

Ａ
�
Ｂ
�

３
�

２
�

１
�

シ
ー
ル
ド
�

Ｓ
�

上
段
�

下
段
�

パネル�

室内ユニット�

E
A
R
T
H

アース端子�
電源用端子台　・ＴＢ２�
三相　200V　50/60Hz

伝送線用端子台・ＴＢ４（上段）�
（Ａ・Ｂ極性なし Ｓはシールド線処理用）�
リモコン用端子台・ＴＢ４（下段）�
（極性なし）�

※ご注意�
　制御回路の電源（伝送線・�
　リモコン線）は電源配線とは、�
　直接接触しないようにすること。�
※ご注意�

　TB4の端子台は上・下2段になっています。�
　まず、リモコン配線を接続した後、伝送線を接続してください。�

1
2

3

A
B

C

伝送線用端子台�
ＴＢ４（上段）�

リモコン用端子台�
ＴＢ４（下段）�

※制御箱本体に必ず�
　制御箱カバーを�
　取り付けてから�
　運転してください。�

200V電線通し穴�
（電源配線など）�

制御回路の電線通し穴�
（伝送線・リモコン線など）�

制御箱�

制御箱カバー�
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③PFAG-J280PAW-A形

伝送線用端子台・TB4�
（A・Ｂ極性なし Sはシールド線処理用）�

リモコン用端子台・TB5�
（極性なし）�

※ご注意�
制御回路の電線（伝送線・
リモコン線）は電源配線と
は、直接接触しないように
すること。�

アース端子�

電源用端子台・TB2�
単相 200V 50/60Hz 伝送線�

極性なし200V禁止�
リモコン�

極性なし200V禁止�

電　源�
単相200V

R S

A B S 1 2

200V電線取り出し穴�
（電源配線など）� 低電圧電線取り出し穴�

（リモコン線、伝送線）�

(2)伝送線配線

①制御配線の種類と許容長
制御配線には、「伝送線」と「リモコン線」があります。
システム構成により、配線の種類及び許容長が異なります。配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付工事説明
書をご覧ください。
また、以下に示すように、伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに近傍している場合は、ノイズ障害防止のた
めにユニット本体をノイズ源から離すと共に、シールド線の仕様を推奨します。
1. 伝送線配線

④PLAG-J280AW-A形

複数冷媒系統システムの場合�
   
 �

伝送線の長さ�

対象施設例�
（ノイズ判定）�

線種�
�
�

線数�

線径�

2心ケーブル�

1.25mm2以上�

配線の種類�

住宅及び独立店舗など�
ノイズ発生がない施設�

VCTF・VCTEK・CVV・�
CVS・VVR・VVF・VCT�
又は シールド線 �
CVVS・CPEVS �
�

ビル、診療所、病院、通信事業所など�
インバータ機器、自家発電機器、高周波医療機器、�
無線通信装置などによるノイズの発生が想定される施設�

全ての施設�

120ｍ以上　　    長さに無関係�
�

単一冷媒系統システムの場合�

シールド線�
CVVS・CPEVS

システム構成�

120ｍ未満�

　　　　　　　最大200m�
＊室外ユニットを経由した集中管理用�
　伝送線及び室内外伝送線の最遠長は、�
　最大500m

最大120m室内外伝送線最遠長�
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②リモコン、室内・室外伝送線の接続
¡室内ユニットのTB4、室外ユニットTB3を接続します。(無極性2線)
なお、端子台の[S]はシールド線を使用した場合の接続部です。

¡室内ユニットのTB5とリモコンを接続します。(無極性2線)

注１．シールド線を使用した場合、伝送線のアースは必ず室外ユニットのアース端子[E]を経由
して接地してください。

TB4

TB3

TB5

SA B
1 2

SBA

室外ユニット�
伝送線用端子台�

伝送線用端子台�リモコン用�
端子台�

リモコン�

�

現地手配�
現地手配�

現地手配�

室内ユニット1

TB4 TB5

SA B
1 2

伝送線用端子台�リモコン用�
端子台�

�

室内ユニット2

¡リモコンの取付けはリモコンに付属の説明書により行ってください。
¡室外ユニット～ 室内ユニット間総配線長

L1･･･200m以下

¡室内ユニット～ リモコン間総配線長

L2･･･500m以下

注２.リモコンコードは最大500mまで延長できます。0.3～1.25mm2の電線またはケーブル（2心）
を使用してください。誤動作する場合がありますので多心ケーブルの使用は避けてください。

アース�

L2

L1

（注2）�

（注2）�
室外�
ユニット�

室内ユニット� 室内ユニット�

リモコン�

2. リモコン線

�

最大10m

10m以下� 10mを超える場合�

10mを超える部分は、室内外伝�
送線最遠長の内数としてください�

1.伝送線 と同一仕様となります�
（前ページの伝送線配線の�
　表を参照のこと）�

総延長�

配線の種類�

線数�

線径�

�

MAリモコン�

※MAリモコンは、室内ユニットのCタイプ以降の機種に接続可能です。�

MーNETリモコン�

VCTF、VCTFK、CVV、CVS、�
VVR、VVF、VCT VCTF、VCTFK、CVV、CVS、�

VVR、VVF、VCT�
�

0.3～1.25mm2
2心ケーブル�

0.5～0.75mm2

最大500m
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③配線系統図

グループ機種(室外ユニット最大16台接続)
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リモコン�
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器�

漏�
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【PUHG-J280(U)AW-A】

1システム

①ヒータ無し機種

②ヒータ有り機種

R S T A B

室外ユニット�

A B

室内ユニット�

A B

室内ユニット�

アース� リモコン�

リモコン�
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【PUHG-J560(U)AW-A】
グループ機種(室外ユニット最大16台接続)1システム

①ヒータ無し機種

②ヒータ有り機種
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¡グルーピングは、リモコン配線により行います。
グループ内の各室内ユニット間をリモコン配線にて渡り配線してください。(極性はありません)
※リモコンどうしの渡り配線は禁止です。リモコンの端子台には、配線は1本までしか接続できません。
※室内ユニットのリモコン用端子台(TB5)へ接続時、端子ひとつに対して最大2本までとしてください。

¡冷媒アドレスの設定は、室外ユニット基板上のディップスイッチにて行います。
¡同一グループ内に異なる機種の室内ユニットが混在する場合、必ず『機能(風速・ベーン・ルーバー等)
の多い室内ユニット』が接続されている室外ユニットを親機(冷媒アドレス=00)としてください。

¡リモコンは1グループに2台まで接続できます。1グループに1台しか接続していない場合は常に『主リ
モコン』とし、2台接続した場合は『主リモコン』『従リモコン』の設定を行ってください。
(設定方法は、リモコンの据付工事を参照してください)

¡リモコンは、最大16冷媒系統を1グループとして制御可能です。
¡リモコンコードは総延長500mまで延長できます。コードを延長する場合、0.3mm2～1.25mm2の電線又
はケーブルを現地手配してください。

室外ユニットアドレス設定
¡グループ制御する場合は、各室外ユニットのアドレス設定が必要です。
¡室外ユニットのアドレス設定は、基板上のディップスイッチSW1(3～6)<工場出荷時は、全てOFF>で
行います。(1:1システム、フリーコンポマルチでは、アドレス設定は不要です)

¡SW1によるアドレス設定を以下に示します。

¡ M-NET(MELANS)アドレスを1～50の間で設定してください。設定に際しては、室外ユニットアドレス＝"0"の

室外機のM-NET(MELANS)アドレスをグループ内の最小アドレスにしてください。
(※配線接続例を参照してください)

¡設定は、制御箱内(M-NET基板上)のロータリースイッチSW11.SW12で

行います。
(SW11:1の位、SW12:10の位<工場出荷時は、全てゼロ>)

実機では、10の位が右側、1の位が左側となっているため
注意してください。

OFF ON
1�
2�
3�
4�
5�
6

0

OFF ON
1�
2�
3�
4�
5�
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5�
6
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5�
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6
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OFF ON
1�
2�
3�
4�
5�
6

14

OFF ON
1�
2�
3�
4�
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6

15

機　種�

1　強制霜取り�

2　異常履歴クリア�

3　冷媒系アドレス設定�

4　　　　　↑�

5　　　　　↑�

6　　　　　↑�

ON�
開始�
クリア�

OFF�
通常�
通常�

室外ユニットアドレス�
0～15の設定�

SW1�

機能�

切替�

(SW1)

冷媒アドレスNo,

＜設定例＞�

M-NETアドレス�

スイッチ�

設　　定�

1 2 50

SW11
(1の位)

SW12
(10の位)

M-NET(MELANS)アドレス設定



室外
ユニット

14 － 5.5 60 60 60 60Ａ 100mA  0.1s以下
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(3)主電源の配線及び器具容量

配線系統図（例）

電　　源�
三相200V

開閉器�

アース�

室外ユニット�
E

主電源の配線太さ及び開閉器容量

形　名

J280形

最小電線太さ
(mm2）

開閉器
(Ａ)

配線用遮断器
〈NFB〉
(Ａ)

漏電遮断器

幹線 分岐 容量 ヒューズアース

（注）ヒューズは、Ｂ種ヒューズを使用した場合の値です。
※内線規程により上記の太さの配線が必要になります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように確実に固定し
てください。接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

設置場所によっては、漏電ブレーカーの取付けが必要です。漏電ブレーカーが取付けられていないと感電の原因に
なることがあります。

正しい容量のブレーカーやヒューズ以外は使用しないでください。大きな容量のヒューズや針金・銅線を使用する
と故障や火災の原因になります。

注意

注意

警告

J560形 38 － 8 200 150 125 125Ａ 100mA  0.1s以下
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7.試運転
(1)試運転
試運転操作は、室内ユニット・室外ユニットのどちらからでも行えます。
電源投入は必ず室外ユニット側を先に投入し、その後室内ユニット側を投入してください。
室内ユニットの電源を先に投入すると、リモコンに異常(E6)が出る場合があります。
その場合は室内ユニットの電源を切り、室外ユニット→室内ユニットの順で電源を入れてください。それで
も直らない場合は伝送線の接続ミス、断線等を確認してください。

確認項目
¡室内・室外ユニット据付・配管・配線作業終了後、冷媒漏れ・電源・制御線のゆるみ・極性間違いがな
いか今一度確認してください。

¡電源用端子(R､S､T)と大地間を500Vメガ－で計って1.0MΩ以上であることを確認してください。
1.0MΩ未満の場合は運転しないでください。※内外接続線用端子(A,B)には絶対かけないでください。
故障の原因になります。

¡室外ユニットが異常でないこと｡(室外ユニットが異常の場合、基板上のLED2(デジタル表示)で判定できます)
¡ボールバルブが液、ガス側とも全開であること。
¡三相電源の相順を確認します。逆相の場合ファンが逆回転もしくは停止したり、異常音が発生する場合があります。
¡試運転の最低12時間以上前にクランクケースヒータに通電してください。(通電時間が短いと圧縮機故
障の原因になります)

以上のことを確認後、下記の要領により試運転を行ってください。

試運転開始、終了

室内ユニットからの操作
以下の操作手順によって試運転を
行ってください。
※PFAG-J280PAW-Aの場合、操
作部(リモコン)の形状は本図とは
異なります。
製品付属の据付工事説明書を参照
ください。

※リモコンに点検コードが表示された場合、または正常に作動しない場合は、室外ユニット側の据付工事説明書、または技
術資料を参照願います。
※試運転は２時間の切タイマーが作動し、２時間後に自動的に停止します。
※試運転中、時刻表示部には試運転残時間を表示します。
※試運転中、室内ユニットの液管温度をリモコンの室温表示部に表示します。
※風速、上下風向、ルーバーボタンを押した時、機種により“この機能はありません”の表示がリモコンに表示されますが
故障ではありません。

MITSUBISHI

室内ユニット液管温度表示�

試運転表示�

（　）通電表示�
点検コード表示�

試運転残時間表示�

設定温度ボタン�

運転切換ボタン�

運転／停止ランプ�

運転／停止ボタン�

上下風向ボタン�

試運転ボタン�

換気ボタン�

ルーバーボタン�
風速ボタン�

設定温度� 運転/停止�

スイング�

自動    送風�

エラーＮＯ．�

現在 　開始 終了�
時刻　 時刻 時刻�

ドライ 冷房�

　　    暖房�
　　  準備中�
霜取中�

集中管理中�
タイマー�点検�

℃�
試  運  転�
点  検  中�
フィルター清掃�

センサー使用�
リモコン側�
本  体  側�

機 能 選 択�この機能はありません�
換気�

のみ�
１時間�

℃�

タイマー�運転切換�

ルーバー�

風   速�時刻切換�

点検�試運転�換　気�

フィルター�上下風向�

強弱�

1

3

4

5

6

7

8

9

室外ユニットの電源を入れる（試運転の12時間以上前）�

試運転　ボタンを�２�度押す� Í 試運転　の液晶表示�

運転切換　ボタンを押す� Í風が吹き出すことを確認�

運転切換　ボタンを押して冷房�（�または暖房�）�運転に切り換える�

Í冷風�（�または温風�）�が吹き出すことを確認�

風速　ボタンを押す� Í風速が切り換わることを確認�

Í室外機ファンの運転を確認�

運転�/停止　ボタンを押して試運転解除する� Í停止�

確認後は�、�必ず元電源を切ってください�

�2 室内ユニットの電源を入れる�

�

操 　 作 　 手 　 順 �
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(2)試運転不具合時の対応

異常コード一覧表　内容

注1.室外ユニット基板上の

SW2-1,2,3,4,5を全てOFFするこ

とで、異常時に異常コード､異常号

機を表示させることができます。

異常号機は次の番号に対応します。

0･･･室外ユニット　

1･･･室内ユニット1号機

2･･･室内ユニット2号機

注2.室内ユニット停電の場合は、リ

モコンに給電されないため表示

しません。

注3.室内ユニットの電源を先に投入

すると、リモコンに異常(E6)が

出る場合があります。

その場合は室内ユニットの電源

を切り、室外ユニット→室内ユ

ニットの順で電源を入れてくだ

さい。それでも直らない場合は

伝送線の接続ミス、断線等を確

認してください。

U2�

�

U2�

�

U3�

�

U4�

�

U6�

�

UE

1102�

�

1108�

�

5104�

�

5105�

�

4101�

�

1302

F1�

F2�

F8

4103�

4102�

4115

5101�

5102�

2503�

2502�

2500�

1503�

1504�

1110

E0�

E3�

E4�

E5�

E6�

E7�

E8�

E9�

－�

Eb 注2�

Ed�

EE�

A0�

A2�

A3�

A6�

A7�

A8�

EF

－�

－�

－�

－�

－�

－�

E8�

E9�

EA�

Eb�

Ed�

EE�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

6831,6834�

6832,6833�

6831,6834�

6832,6833�

6740,6843�

6841,6842�

6840,6843�

6841,6842�

6844�

6845�

0403�

0403�

6600�

6602�

6603�

6606�

6607�

6608�

未定義�

P1�

P2�

P4�

P5�

P5�

P6�

P6�

P8

F1�

F2�

F8

P1�

P2�

P4�

P5�

P5�

P6�

P6�

P8

異　常　内　容�

リモコン通信・受信異常�

リモコン通信・送信異常�

リモコン通信・受信異常�

リモコン通信・送信異常�

室内－室外間通信・受信異常・室外ユニット停電�

室内－室外間通信・送信異常�

室内－室外間通信・受信異常�

室内－室外間通信・送信異常�

内外接続誤配線、室内ユニット台数不一致�

内外接続誤配線(断線、はずれ)・室内ユニット停電�

シリアル通信異常�

シリアル通信異常�

M-NETアドレス二重定義�

M-NET伝PH/W異常�

M-NET　BUS　BUSY�

M-NET伝Pとの通信異常�

M-NET　ACK無し異常�

M-NET応答無し異常�

異常コード未定義�

�

�

�

�

�

�

吐出温度異常�

シェルサーモ作動異常(49C作動)�

吐出管／圧縮機サーミスタ　オープン／ショート�

配管サーミスタ　オープン／ショート�

圧縮機過電流遮断(51C作動)�

圧力異常�

�

�

室外ユニット�

�

室外ユニット�

�

室外ユニット�

�

室外ユニット�

�

室外ユニット�

�

室外ユニット�

�
逆相検知�

欠相検知�

電源同期信号回路異常�

圧縮機1�

圧縮機2�

圧縮機1�

圧縮機2�

圧縮機1�

圧縮機2�

�

室外ユニット�

室外ユニット�

室外ユニット�

吸込みセンサ異常�

配管センサ異常�

ドレンセンサ異常�

ドレンオーバーフロー保護作動�

漏水異常(PDHのみ)�

凍結保護作動�

過昇保護作動�

配管温度異常�

�

リモコン�

リモコン�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室外ユニット�

室外ユニット�

室外ユニット�

室外ユニット�

室外ユニット�

M-NET基板�

M-NET基板�

M-NET基板�

M-NET基板�

M-NET基板�

M-NET基板�

M-NET基板�

－�

�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

室内ユニット�

圧縮機1�

圧縮機1�

高圧圧力�

低圧圧力�

故障部位�MELANS�
表示�

リモコン�
表示�

室外基板�
LED表示(注1)

U2－1�

U2－2�

U2－1�

U2－2�

U3－1�

U3－2�

�

U6－1�

U6－2�

UE－H�

UE－L�

�

U4

室外ユニットからの操作･･･基板上のディップスイッチSW4にて試運転開始、終了および運転開始モード
(冷房・暖房)の設定を行います。
①SW4-2にて運転モード(冷房・暖房)を設定してください。
②SW4-1をONすることでSW4-2の運転モードに従い、試運転が開始されます。
③SW4-1をOFFすることで試運転を終了します。

【お願い】 試運転中はSW4-2にて運転モードを変えることはできません。
(試運転モードを変える時はSW4-1にて一旦停止し、運転モードを変えた後、再度SW4-1で試
運転を行います)

¡試運転は、2時間の切タイマーが作動し、2時間後自動的に停止します。
¡試運転中の室温表示部には室内ユニット配管温度を表示します。
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¡室外ユニット基板上のSW2-1,2,3,4,5を全てOFFすることで、異常時に異常コード、異常号機を表示さ
せることができます。

室内ユニット1号機�
室外ユニット�

室内ユニット2号機�

SW2設定�
12345 項　　目� 表　示　内　容�

00000

00111

01111

01110
11110

運転モード／リレー出力�

室内機制御状態�

室外機制御状態�

異常コード履歴1

異常コード履歴2

十の位� O：停止�
C：冷房�
H：暖房�
d：霜取り�

一の位� 1：SV2�
2：21S4�
4：52C�
8：SV1

異常時は、異常コード及び�
異常信号(＊1)を交互に表示�
する。�

リレー出力＝1＊SV2＋21S4�
　　　　　　＋4＊52C＋8＊SV1

(例)冷房運転にて52CとSV2がONの�
　   場合･･･C5

制御モード表示方法�

異常コード(ex、U8,UA)と異常号機(＊1)を交互に表示します。�

＊1異常号機の表示方法�
　号機は以下番号に対応します。�
　　0･･････室外ユニット�
　　1･･････室内ユニット1号機�
　　2･･････室内ユニット2号機�

表示�

0�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7

室　内　機�
制　御　モ　ー　ド�

室　外　機�
通常�

ホットアジャスト�
霜取り�
－�

ヒータON�
凍結防止�
過昇防止�
圧縮機OFF

←�
←�
←�
←�
←�
←�
←�
←�
�

(3)次の現象は故障（異常）ではありません。

現　　　象

リモコンに"HO"の表示がで
る。

運転SWをONにしても室外
ユニットが運転しない。

暖房運転中ファンが停止す
る。

運転停止してもファンが停
止しない。

初期自動運転(約2分)を行っています。

サーモ停止しています。

室外ユニットが除霜運転になった場合室内ファンは
停止します。

補助電気ヒータ“ON”時は、停止後１分間余熱排
除としてファンを運転します。(暖房時)

リモコン表示

HO

通常表示

消　　灯

原　　　因
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お問合わせは下記へどうぞ

〒640-8686 和歌山市手平6-5-66 冷熱システム製作所　 (073)436-9807

冷熱システム事業部

首都圏冷熱営業部………………………〒108-0074 東京都港区高輪3-26-23（秀和品川ﾋﾞﾙ） …………………………………………………(03)5798-2161

北関東グループ ……………………〒331-0043 大宮市大成町4-298（三菱電機大宮ﾋﾞﾙ） ………………………………………………(048)662-3882

東関東グループ ……………………〒260-0022 千葉市中央区神明町13-1（大宗神明ﾋﾞﾙ） ………………………………………………(043)204-6401

神奈川グループ ……………………〒231-0032 横浜市中区不老町3-12-5（下山関内ﾋﾞﾙ）…………………………………………………(045)222-7721

新潟グループ ………………………〒950-2023 新潟市小新字大通3699-1（菱電社ﾋﾞﾙ） …………………………………………………(025)241-7224

関西冷熱営業部 ………………………〒530-0005 大阪市北区中之島2-3-18（新朝日ﾋﾞﾙ） ………………………………………………… (06)6221-5702

【販売会社】

（株）三菱電機ライフファシリティーズ北海道 ……〒004-8610 札幌市厚別区大谷地東2-1-11 ………………………………………………………………(011)893-1342

（株）三菱電機ライフファシリティーズ東北 …………〒983-0035 仙台市宮城野区日の出町2-2-33 ……………………………………………………………(022)231-2785

（株）三菱電機ライフファシリティーズ関越 ………〒331-8522 大宮市大成町4-298（三菱電機大宮ﾋﾞﾙ） …………………………………………………(048)651-3215

（株）三菱電機ライフファシリティーズ東京 ………〒110-0015 東京都台東区東上野4-10-3（浅野ﾋﾞﾙ6F）…………………………………………………(03)3847-4119

（株）三菱電機ライフファシリティーシリティーズ中部 ………〒461-0005 名古屋市東区東桜1-4-3（大信ﾋﾞﾙ） ………………………………………………………(052)972-7257

北陸冷熱住設営業部 ……〒920-0811 金沢市小坂町西81 ……………………………………………………………………………(076)252-9935

（株）三菱電機ライフファシリティーズ関西 ………〒564-0063 大阪府吹田市江坂町2-7-8 ……………………………………………………………………(06)6338-8176

（株）三菱電機ライフファシリティーズ中四国 ……〒733-8666 広島市西区商工ｾﾝﾀｰ6-2-17 …………………………………………………………………(082)278-9600

四国支店 ……〒761-1705 香川県香川郡香川町川東下717-1（新空港通り）…………………………………………(087)879-1066

（株）三菱電機ライフファシリティーズ九州 ……〒816-0088 福岡市博多区板付4-6-35 ……………………………………………………………………(092)571-7014

〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-17-5（ﾓﾘﾒﾝﾋﾞﾙ）…………………………………………………(092)431-1545

三菱電機冷熱相談センター�

0120(64)2229(フリーダイアル)･073(428)-2229(通常FAX)
FAX(365日・24時間受付)

0120-39-2224(フリーダイアル)/073-427-2224(携帯電話対応)
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